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る診療報 酬獲得への アプロー チ,日 本救急看護学会
雑誌12巻1号43-45頁
3.心 光世津 子,伊 藤美樹子,山 川み やえ,福 録恵子,
牧本 清子 臨床 と研究 をつな ぐネ ッ トワー ク:The
JapanCentreforEvidenceBasedPracticeの活動
精神科看護37(219):52-53,2010
4.山 川みや え 看護の エビデ ンス構 築 と研究交流の促
進へむ けてTheJapanCentreforEvidenceBased





1.荒	 尾晴惠 第2章 セルフケアの理解 セルフケアの




2.荒	 尾晴惠 第3章 がん化学療法を受ける患者の副作
用症状マネジメン ト 副作用の症状マネジメン トに
あたってのセルフケア支援とは 荒尾晴惠,田 墨惠
子編 患者をナ ビゲー トする!ス キルアップがん
化学療法看護 事例から学ぶセル フケア支援の実際
2010年44-47頁 日本看護協会出版会
3.荒	 尾晴恵 第3章 がん化学療法 を受ける患者の
副作用症状マネジメン ト 悪心 ・嘔吐 荒尾晴惠,
田墨惠子 編 患者 をナ ビゲー トす る!ス キル 
アップがん化学療法看護 事例から学ぶセルフケア
支援の実際2010年48-53頁 日本看護協会出版会
4.	 荒尾晴惠,田 墨惠子 第4章 がん化学療法を受ける
患者へのセルフケア支援の実際1悪 心・嘔吐がみ ら
れる患者へのセルフケア支援 荒尾晴惠,田 墨惠子
編 患者をナビゲー トする!ス キルアップがん化
学療法看護 事例か ら学ぶセルフケア支援の実際
2010年118-125頁 日本看護協会出版会
5.	 遠 藤 淑 美 職 種 間 連携 ・協 働 とイ ンタ プ ロ
フェッシ ョナル ワー ク 日本生活指導学会編著
生活指導事典2010年178-179頁 エイデル研究所
6.	 遠藤淑美 リハビリテーションとエンパワメン トの
考え方 日本生活指 導学会編著 生活指導事典
2010年180-181頁 エイデル研究所
7.	 遠藤 淑美 医療の 安全 の確保 と倫 理 的な葛 藤
日本生活指導学会編著 生活指導事典2010年
188-189頁 エイデル研究所




1.遠	 藤淑美 自我発達 酒井郁子,金 城利雄編著
看護学テキス トNICEリ ハ ビリテー ション
看護2010;67-71南 江堂
2.心	 光世津子 患者とともに患者の目標を明確に し,
計画 を立てま しょう!野 中浩幸,乾 富士男,
心光世津子 編 必携!精 神看護学実習ポケ ッ ト
ブック2010年32-49頁 精神看護出版
3.心 光世津子 患者が計画を実行するのを援助しま し
ょう!(病 期や治療の段階にあわせたかかわ り ・
セルフケアへの援助)野 中浩幸,乾 富士男,
心光世津子編 必携1精 神看護学実習ポケ ッ ト
ブック2010年53-55頁 ・60-64頁 精神看護出版
4.心	 光世津子 かかわりや患者の反応から目標や計画
を見直 しま しょう!(日 々のかかわ りの評価 ・
かかわ りの見直 し)野 中浩幸,乾 富士男,
心光世津子編 必携!精 神看護学実習ポケットブッ
ク2010年81-83頁 ・90-92頁 精神看護出版 
5.	 心光世津子 実習を振 り返 り患者やスタッフと看護
過程を共有 しま しょう1野 中浩幸,乾 富士男,
心光世津子編 必携!精 神看護学実習ポケ ッ ト
ブック2010年93-98頁 精神看護出版
6.	 心光世津子 精神看護学実習で遭遇する場面:患 者
さんにセクハラされて患者さんのことが嫌いになっ
て きた 野 中浩幸,乾 富士 男,心 光世 津子編
必 携!精 神 看 護 学 実 習 ポ ケ ッ ト ブ ッ ク




7.	 竹内佐智 恵 子 宮筋腫 患者 ケア 佐藤千 史,
井上智子編集 病態生理 ビジュァルマップ2010年
141頁 医学書院






1.荻	 野 敏 招聘講演 「花粉症の治療ス トラテジー～
花粉 症 患者 は どん な 治療 を望 んで いるか?」
第17回 東 海 耳 鼻 咽 喉 科 生 体 防 御 研 究 会
2010年1月 名古屋市
2.荻 野 敏 招聘講演 「花粉症患者はどんな治療を
望んでいるか?」 第67回 鹿児島耳鼻咽喉科学術
講演会2010年2月 鹿児島市
3.荻 野 敏 招聘講演 「アレルギー性鼻炎とQO凵
第62回 関 西 耳 鼻 咽 喉 科 ア レル ギー 研 究 会
2010年4月 大阪市
4.荻 野 敏 招聘講演 「花粉症患者のQOLと 労働
生産性」 第12回 東京NAM(NasalAllergyMeeting)
学術集会2010年12月 東京
5.梅 下 浩 司,里 見 進,清 澤 研 道,市 田隆 文,
浅原利正,門 田守 人 パネルデ ィスカッシ ョン
生体 肝 ドナー に つい ての 日本肝 移植 研究会 の
取 り組み 第111回 日本外科学会定期学術集会
2010年4月 名古屋市
6.梅	 下浩司,里 見 進,門 田守人 パネルデ ィス
カッシ ョン 生体肝 ドナーについての日本肝移植
研究会の取 り組み 第96回 日本消化器病学会総会
2010年4月 新潟市
7.梅	 下 浩 司,浅 原利 正,上 本 伸 二,木 内哲也,
菅原 寧彦,武 冨紹 信,古 川 博 之,八 木孝仁,
門 田守 人 パ ネル デ ィス カ ッシ ョン 本 邦の





ン 看護技術を解剖 する一確 かな実践に向けて
平成22年 度 日本看護技術学会第9回 学術集会
2010年10月,名 古屋
9.瀬	 戸奈 津子 シンポ ジウム3糖 尿病皮膚潰瘍


















の現 状,第61回 日本 皮膚科学会 中部 支部 学術大会
2010年9月,大 阪
戸 奈津子 シ ンポ ジ ウム 『糖 尿病 医療 に おけ る
看護 師の役 割、 その 可能性 に つい て』,糖 尿病































































































































2.国	 内 学 会
1.兵 行 義,原 田 保,荻 野 敏,文 殊 正 大,
増 田 勝 己,福 辻 賢 治,秋 定 健 プ ラ ン ル カ ス トに
よ る ス ギ 花 粉 症 の 初 期 投 与 の 有 効 性 第28回 日 本 耳
鼻 咽 喉 科 免 疫 ア レル ギ ー 学 会2010年2月 福 井 市
z.馬	 場 謙 治,入 船 盛 弘,荻 野 敏 ス ギ 花 粉 症 に
対 す る プ ラ ン ル カ ス ト初 期 投 与 の 有 効 性 一 日 中 の 眠
気 に 与 え る 影 響 第72回 耳 鼻 咽 喉 科 臨 床 学 会 学 術 講
演 会2010年7月 倉 敷 市
3.兵	 行 義,原 田 保,福 辻 賢 治,増 田 勝 己,荻 野 敏
ス ギ 花 粉 症 飛 散 量 に 注 目 した 抗 ロ イ コ ト リ エ ン 薬 の
効 果 第60回 日 本 ア レ ル ギ ー 学 会 秋 季 学 術 大 会
2010年11月 東 京 都
4.田	 中 美 奈,清 水 安 子,瀬 戸 奈 津 子NANDA看 護 診 断
を 用 い た 看 護 過 程 の 展 開 に 対 す る 学 生 の 苦 手 意 識,
第20回 日本 看 護 学 教 育 学 会 学 術 集 会,2010年8月,
大 阪
5.日 本 糖 尿 病 教 育 ・看 護 学 会 研 究 推 進 委 員 会
(西 垣 昌 和,清 水 安 子,黒 田 久 美 子,森 小 律 恵,
大 原 裕 子,瀬 戸 奈 津 子,米 田 昭 子,宮 武 陽 子,
数 間 恵 子,正 木 治 恵)イ ン ス リ ン 看 護 実 践 能 力
評 価	 ツ ー ル の 作 成,第15回 日 本 糖 尿 病 教 育 ・
看 護 学 会 学 術 集 会,2010年10月,東 京 
6.	 穂垣佳那,清 水安子,瀬 戸奈津子,水 野美華,
福録恵子 仕事をもつ糖尿病患者の仕事と自己管理
との関わ り合い,第15回 日本糖尿病教育 ・看護
学会学術集会,2010年10月,東 京
7.	 日本 糖尿 病教 育 ・看護学 会 研究 推進 委 員会
(清水 安子,大 原裕子,米 田昭子,森 小律恵,
瀬戸奈津子,数 間恵子,黒 田久美子,西 垣昌和,
宮武陽子,正 木治恵)イ ンス リン療法を行う糖尿
病患者への糖尿病看護のベス トプラクティスー糖尿
病看護スペシャリス トの実践知をもとに,第15回
日 本 糖 尿 病 教 育 ・看 護 学 会 学 術 集 会,
zoo年10月,東 京
8.	 荒尾晴惠 外来において薬物療法を受けるがん患者
の疼痛マネジメン トの現状 第24回 日本がん看護
学会学術集会2010年2月,静 岡市
9.	 吉松由貴,荒 尾晴惠,恒 藤 暁 緩和ケア医が目指
す望ま しい緩和ケアとは 第34回 日本死の臨床
研究会2010年10月,盛 岡市
10.	 清川依里,瀬 戸奈津子,福 録恵子,清 水安子 摂食
障害のある人々に対するサポー トの在 り方について,
第3回 日本慢性看護学術集会,2010年6月,札 幌




12.	 天達裕太郎,瀬 戸奈津子,福 録恵子,清 水安子
卒後2年 目看護師が抱える悩みについて～1年 目の
時か らの変化とそれに応 じたメンタルサポー ト～第
14回 日本看護管理学会年次大会,2010年8月,横 浜
13.	 日本糖 尿 病教 育 ・看護 学会 研 究推 進委 員会
(黒田久美子,西 垣昌和,瀬 戸奈津子,数 間恵子,
清水安子,森 小律 恵,米 田昭子,大 原裕子,




14.	 日本糖 尿 病教 育 ・看護 学会 研 究推 進委 員会
(宮武陽子,米 田昭子,森 小律恵,瀬 戸奈津子,
西垣昌和,数 間恵子,黒 田久美子,清 水安子,
大原裕子,正 木治恵)イ ンスリン注射によるイン
シデ ン ト ・アク シデ ン トの 発生 要 因 と構 造,
第15回 日本 糖尿病教育 ・看護学会学術集会,
2010年10月,東 京
15.	日本糖 尿 病教 育 ・看護 学会 研 究推進 委員 会
(瀬戸奈津子,西 垣昌和,清 水安子,黒 田久美子,
宮武陽子,米 田昭子,森 小律恵,大 原裕子,
太文字e教 員 2重 線=博 士学生 下線=院 士学生 点線=学 部生
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16.日 本 糖尿 病教 育 ・看護 学会 研 究推進 委 員会
(正木治恵,瀬 戸奈津子,西 垣昌和,清 水安子,
黒田久美子,宮 武陽子,米 田昭子,森 小律恵,
大原裕子,数 間恵子)日 本におけるインスリンエ
ラーの実態 第2報 一インシデン ト・アクシデン ト
の種類と要因及び施設背景との関係一,第15回 日本
糖尿病教育 ・看護学会学術集会,2010年10月,東 京




18.竹	内佐智恵,井 上智子 乳房 ・女性生殖器系疾患患
者の会話を通 して社会的側面を捉える面接法および
分析法の信頼性,妥 当性の検討 第39回 日本女性心
身医学会学術集会2010年8月,さ いたま市




20.酒	井郁子,湯 浅美千代,遠 藤淑美他 高齢脳卒中
患者の自己決定を支援する学習プログラムの開発と
評価 日本看護科学学会,2010年12月 札幌
21.湯	浅美千代,島 田広美,酒 井郁子,飯 田貴映子,
末永由理 遠藤淑美他 高齢脳卒患者学習支援プロ
グラムの評価一 看護師のイ ンタビュF一か ら一,
千葉看護学会第16回 学術集会,2010年9月,千 葉
22.酒 井郁子,湯 浅美千代,飯 田貴映子,黒 河内仙奈,
根本敬子,島 田広美,遠 藤淑美他 高齢脳卒中患者
学 習 支援 プ ログ ラ厶展 開のた めの 看護 師へ の
教 育 と評価,千 葉看護学会第16回 学術集 会,
2010年9月,千 葉














2s. 福録恵子 脊椎後弯を有する高齢者に対する3ヶ 月
間の在宅バランス トレーニングプログラム介入の
効果 第36回 日本看護研究学会2010年8月,岡 山









29. 福録恵子,瀬 戸奈津子,清 水安子 脊椎後弯を有す
る高齢者の転倒予防と活動量増加に効果的な トレー
ニング プログラムの検討 第29回 日本看護科学
学会学術集会2010年12月,札 幌
30. 心 光 世 津 子 断 酒 会 会 員 の 語 りに お け る
コミッ トメン トの差異化 と包摂 第36回 日本保健
医療社会学会大会2010年5月,山 口市












34. 太田祐理花,趣 置友紀 一次 救命 処置 に対 す る
自信 と技術の関連性および経時的変化 日本看護学
教育学会第20回 学術集会2010年7月,大 阪市
35. 讎,梅 下 浩 司,萩 原 邦 子,小 川 馨
生 体肝移 植 ドナ ーの術後QOLを 構 成す る要素
第46回 日本移植学会総会2010年10月,京 都市




37.師置友紀,萩 原邦子,小 川馨,永 野浩昭,梅 下浩司,
生体 肝移 植 ドナー の術後QOLを 構 成す る要素
近畿肝移植検討会,2010年12月,大 阪市




38. 中岡亜希子,内 海桃絵 山川みや え,牧 本清子 菊守 寛,竹 田真理子,玉 城晶子,馬 場謙 治,
映画 を使 ったクリティカルシンキング能力の育成 野瀬道宏 スギ花粉症患者の労働生産性に影響 を
第30回 日本看護科学学会 学術集会 交流集会 与える因子 第22回 日本ア レルギー学会春季臨床
2010年12月4日 札幌 大会2010年5月 京都市
39. 山川みやえ,牧 本清子,中 岡亜希子 認知症患者の 48. 小柳桃朱,塩 崎由梨,荻 野 敏 花粉症治療に
夜間の活動における主観的アセスメン トと客観的 お ける第2世 代抗 ヒス タ ミン薬の 患者 満足 度
アセスメン トに差のある患者の特徴 第36回 日本看 第49回 日本鼻科学会2010年8月 札幌市
護研究学会学術集会 口演2010年8月22日 岡山49. 塩崎由梨,小 柳桃朱,荻 野 敏 花粉飛散量か ら
40. 廖 暁艶,山 川みや え,繁 信和恵,周 藤俊治, み た ス ギ 花 粉 症 患 者 の 症 状 お よ び
牧本清子,田 伏 薫 認知症治療病棟におけるプロチ QOL:2006～2010年 の比較 第49回 日本鼻科学会
ゾラム 頓用前後 の患者の 活動一休息パ ター ンの 2010年8月 札幌市
比較:ICタ グモニタリングシステムによる客観的指 50. 小柳桃朱,塩 崎由梨,荻 野 敏 花粉症治療 に
標による評価 示説,第25回 日本老年精神医学会 お ける第2世 代抗 ヒス タ ミン薬の 患者 満 足度
学術集会2010年6月25日 熊本 第60回 日本 ア レル ギ ー 学 会 秋 季 学 術 大 会
41. 山中純瑚,小 柳桃朱,荻 野 敏,入 船盛弘,菊守 寛, 2010年11月 東京都
馬場謙治 スギ花粉症に対するプランルカス ト初 51. 塩崎由梨,小 柳桃朱,荻 野 敏 花粉飛散量か ら
期 投 与 の有 効 性 一 日中の 眠 気 に与 え る影響 みたスギ花粉症患者の症状およびQOL:2006～2010
第22回 日本 ア レル ギー 学 会 春 季 臨 床 大会 年の比較 第60回 日本アレルギー学会秋季学術大会
2010年5月 京都市 2010年11月 東京都
42. 川内秀之,青 井典 明,清 水香奈子,佐 野千 晶, 52. 長野拓三,小 柳桃朱 塩崎由梨 荻野 敏 ア トピ
兵 行義,原 田 保,荻 野 敏 プランルカス トに ー性皮膚炎におけるQOL及 び日中の眠気一スギ花粉
よるスギ花粉症初期療法の有用性;2009年 飛散期 症合併の影響について 第60回 日本ア レルギー学会
の検討 第22回 日本ア レルギー学会春季臨床大会 秋季学術大会2010年11月 東京都
2010年5月 京都市 53. 小柳 桃朱,塩 崎 由梨,長 野拓 三,荻 野 敏,
43. 南 由優,加 藤 千 晶,小 柳 桃朱,荻 野 敏, 有本啓恵,入 船盛弘,岩 田伸子,大 川 内一郎,
有本啓恵,入 船盛弘,岩 田伸子,大 川 内一郎, 菊守 寛,瀬 尾 律,竹 田真理子,玉 城晶子,
菊守 寛,瀬 尾 律,竹 田真理子,玉 城 晶子, 馬場謙治,野 瀬道宏 ア トピー性皮膚炎患者の労働
馬場謙治,野 瀬道宏 スギ花粉症患者の労働生産性 生産性～スギ花粉症合併の影響～ 第60回 日本ア レ
に影響を与える因子 第28回 日本耳鼻咽喉科免疫 ルギー学会秋季学術大会2010年11月 東京都
アレルギー学会2010年2月 福井市 54. 柴山晴美,梅 下浩司,武 田 裕,小 林省吾,丸 橋 繁,
44. 加藤 千晶,南 由優,小 柳 桃朱,荻 野 敏, 江 ロ英利,種 村匡弘,永 野浩 昭,土 岐祐一郎,
有本啓 恵,入 船盛 弘,岩 田伸子,大 川内一郎, 森正樹 膵切除術後のqualityofIife(00L)の 検討
菊守 寛,瀬 尾 律,竹 田真理子,玉 城 晶子, 第65回 日 本 消 化 器 外 科 学 会 総 会
馬場謙治,野 瀬道宏 スギ花粉症患者における症状 2010年7月 下関市
と疲労 ・頭重感 ・日中の眠気の関係 第28回 日本耳 55. 上谷千夏,瀬 戸奈津子,清 水安子 慢性心不全を
鼻咽喉科免疫アレルギー学会2010年2月 福井市 もつA氏 が仕事をもちながら生活調整するための
45. 小 柳 桃 朱,加 藤 千 晶,南 由優,荻 野 敏 セル フモニタリング,第7回 日本循環器看護学会
大学生 に おけ るQOLと ア レル ギー疾 患の関係 学術集会,2010年11月,尾 道
第28回 日本 耳鼻 咽 喉科 免疫 ア レル ギー 学会 56. 尾 山容子,縫 田和宏,石 橋佳 世子,梅 下浩 司,
2010年2月 福井市 有 馬美緒子,高 階雅紀,南 正人,吉 川秀樹,
46. 小 柳 桃 朱,加 藤 千 晶,南 由優,荻 野 敏 中田精三 当院手術部における各科の手術時手洗い
大学生におけるアレルギー疾患のQOL・ 症状:ア レル の 現 状 第32回 日 本 手 術 医 学 会 総 会
ギー疾患合併の影響 第22回 日本アレルギー学会 2010年10月 横浜
春季臨床大会2010年5月 京都市 57.石橋佳世子,尾 山容子,縫 田和宏,梅 下浩 司,
47.塩崎由梨,南 由優,加 藤千晶,小 柳桃朱,荻 野 敏, 伏 見 了,宮 下 義 弘,高 階雅紀,吉 川 秀樹,
有 本 啓 恵,入 船 盛 弘,岩 田伸 子,大 川 内 一 郎, 松井信樹 アデノシン三 リン酸(ATP)を 指標 とした





定 第32回 日 本 手 術 医 学 会 総 会
2010年10月 横浜市
58.亀	晃加,齟 蜀友紀,小 林珠実,梅 下浩司 新卒看護








3.荻 野 敏 労 働 生 産 性 か らみ た 花 粉 症 の 治 療
防府 医師会学術講演会2010年1月 防府市
4。 荻 野 敏 花 粉 症 の 治 療;今 後 の 治 療 と方 向性
守 ロ市 医師会学術講演会2010年2月 守口市
5.荻	 野 敏 労 働 生 産 性 か らみ た 花 粉 症 の 治 療
徳 島 ア レル ギ ー 疾 患 学 術 講 演 会2010年2月
徳 島市
6.荻	 野 敏 花 粉症患 者は どん な治 療 を望 ん で いる
か?豊 橋 内 科 医 会 学 術 講 演 会2010年3月
豊橋市
7.荻	 野 敏 花粉 症患 者は どん な治療 を望んで い る
か」 第7回 阪大関連開業医臨床研究会
2010年3月 大阪市
8.荻	 野 敏 ア レルギ ー ・花 粉症:そ の傾 向 と対策
株式会社NIKKEN特 別講演会2010年3月大阪市
9.清 水 安 子,瀬 戸奈 津子 看護 部キ ャ リア開発 研修
糖尿病看護 コース皿,2010年8月,大 阪
10.清 水安 子 第10回 大阪糖尿病患者教育担 当研修
会教 育講演II糖 尿病セル フケア能力測定 ツールの
活用方法2010年7月 大阪
11.清 水安 子 社会保険看護研究セ ンター 認定看護 師
教育課 程 糖尿病看護学科 講師 「患者及 び家族
の理解」
12.荒 尾 晴 惠 が ん薬物 療法 と患 者の セル フケア 支援
日本看護協会出版会 全 国セ ミナー2010年8月,
富山市
13.荒 尾 晴 惠 がん 薬物 療法 と患 者の セル フケ ア支援
日本看護協会出版会 全 国セ ミナー2010年9月,
東京
14.荒 尾 晴 惠 平成22年 度 甲南 病 院 看 護 部 研 修 会
看護研究の進め方2010年7月,神 戸市
15.荒 尾 晴 惠 平 成22年 度 公 立 八 鹿 病 院 看 護 部
看 護研究2010年8月,兵 庫 
16.	 荒 尾 晴 惠 群 馬 大 学 が ん プ ロ特 別 講 義
2010年9月,群 馬




日本 精 神 科 看 護 技 術 協 会 大 阪 府 支 部 研 修 会
2010年11月,大 阪
19.	 遠藤淑美 対人関係論 日本精神科看護技術協会
2 10年7月 大阪
20.	 遠藤淑美 対人関係論 日本精神科看護技術協会
2010年6月 京都
21.	 遠藤淑 美 相手のカ を引 き出す対人援助 スキル
鳥取県看護協会2010年9月 烏取
22.	 瀬戸奈津子 社会保険看護研究センター 認定看護
師教育課程 糖尿病看護学科 講師 「糖尿病ケア
概論」
23.	 山皿麭 廴 財団法人浅香山病院看護専 門学校
「一生涯の仕事:看 護師として慟 く」2010年3月 ,
大阪
24.	 山』盥 ナー シングホ ーム 気の 里勉強 会
認知症患者の対応の理論と実践2010年4月




27.	 山』囲L財 団法人 浅香 山病院 認知 症病 棟
口腔ケアから看護ケアへ2010年7月
28.	 山皿匯 え 財団法人浅香山病院看護研究基礎研修
2010年6月 、7月
29.	 山川みやえ 財団法 人浅香 山病院外科 病棟看護
リフレクションセミナー①2010年8月
30.	 山川みやえ 財団法 人浅香 山病院外科病棟看護
1丿フレクションセミナー②2010年10月
31.	 山川みやえ 財団法 人浅香 山病院外科病 棟看護
リフレクションセミナー③2010年12月
32.	山』囲 廴 医療法 人純 幸会 東豊 中渡辺 病院
看護研究勉強会2010年8月 、11月
VI報 道
1.荻	 野 敏 朝 日力ルチャー センター 「スギ花粉症 、
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2.セ ミナー な し	 4.国 外民間研究機 関 なし 
3.研	究会
1.清	 水安子,遠 藤淑美,瀬 戸奈津子 公開講演会 研究費
OoLの 概念 ・SEIQoLの 理論,大 阪 1. 校費
2.遠	 藤淑美,心 光世津子 精神科看護事例検討会 1. 牧本清子(研 究代表者),伊 藤美樹子,心 光世津子,
2010年1,5,9月 大阪2010年3,7,11月 京都山皿匯 え,西 原玲子(研 究分担者)他 超領域アプ
3.中	 岡 成 文,山 中 浩 司,池 田 光 穂,霜 田求, ローチによる東アジアの高齢者ケアシステムの構築
心光世津子 大阪大学医療人文学研究会 平成22年 大阪大学GLOCOL共 同研究(学 内連携)
4.講	習会 2. 科学研究費補助金
1.牧	 本 清子 第24回 関西感染予防ネッ トワーク 1. 梅下浩 司(分 研究担者)腎 臓移植の成績向上を
主催 めざした臨床データ解析を目的とした症例登録と
2.瀬	 戸奈津子 ケーススタディ2食 事療法、運動療 追跡制度の確立並びに ドナー及び レシ ピエン トの
法の進め方 薬物療法、血糖自己測定 第8回 認定 安 全 性 確 保 とQOL向 上 に 関 す る 研 究
更新者用講習会(平 成22年 度),日 本糖尿病療養指 平成22年 度厚生労働科学研究費補助金
導士認定機構,2010年12月,京 都 z. 牧本清子(分 担研究者)「認知機能の低下した高齢
5.そ	の他 ドライ バー と家 族の 支 援 プ ログ ラム の 開発 」
1.梅	 下浩司 第309回 大阪大学臨床栄養研究会(CNC) 愛媛県立医療技術大学2009年4月 ～2011年3月
当番世話人 3. 荒尾晴惠(研 究代表者)ト ータルペインとしてのが
2.日	 本糖尿病教育・看護学会 編集委員会(水 野美華, ん疼痛を緩和するセルフケア支援看護モデルの開発
畑中 あかね,池 田清子,柴 山大賀,住 吉和子, と検証 平成21年 ～24年 度 文部科学省科学研究
添田百合子,藤 原優子,薬 師神裕子,山 本裕子, 費補助金(基 盤研究B)
米田昭子,清 水安子,瀬 戸奈津子)交 流集会2 4. 荒尾晴惠(研 究代表者)化 学療法による認知機能障
「JADENの投稿・査読のイロハー実践や研究をもっと 害がもたらすセルフケア不足を支援する介護介入の
学会誌へ一」第15回 日本糖尿病教育 ・看護学会学術 検討 平成20年 度～22年 度 文部科学省科学研究
集会2010年10月 費補助金(挑 戦的萌芽研究)
3.日 本 糖尿 病教 育 ・看護 学会 研究 推進 委 員会 5. 瀬戸奈津子(研 究代表者)糖 尿病看護における実践
(大原裕子,森 小律恵,米 田昭子,黒 田久美子, 能力育成プログラムの開発 平成20～22年 度 文部
清水安子,瀬 戸奈津子,西 垣昌和,宮 武陽子, 科学研究費補助金(基 礎研究C)
数間恵子,正 木治恵)交 流集会3「 あなたの"イ ン 6. 遠藤淑美(研 究代表者)統 合失調症者の身体性を
スリン療法患者への看護実践"を 捉え、明日からの 育む看護援助に関する研究一身体性志向的看護援助
臨床に役立てよう一ベス トプラクティスの指標を活 の確立 平成21年 ～22年 度 文部科学省科学研究
用して」第15回 日本糖尿病教育 ・看護学会学術集会 費(挑 戦的萌芽)
2010年10月 7. 酒井郁子(研 究代表者),遠 藤淑美(研 究分担者)他
高齢脳卒中患者の自我発達を促進する学習教材の開
皿 受賞 発 と効果測定 平成19年 度～21年 度 文部科学省
1.柴	 山晴美,梅 下浩司,武 田 裕 小林省吾,丸 橋 繁, 科学研究費(基 盤研究C)
江 口英利,種 村 匡弘,永 野浩昭,土 岐祐一郎, 8. 酒井郁子(研 究代表者),遠 藤淑美(連 携研究者)他
森正樹 第65回 日本消化器外科学会総会 優秀ボス 回復期1丿ハ ビリテーション病棟における看護管理実
ター演題賞2010年7月 践の理論化と普及 平成22～25年 度 文部科学省科
学研究費(基 盤研究B)
璞 特許 なし 9. 福録恵子(研 究代表者)清 水安子,瀬 戸奈津子,
小林珠実(研 究分担者)J'CI友 紀 ・他(連 携研究者)
X共 同研究 円背高齢者の活動量を高める認知バランス トレーニ
1.国	内公的機 関 な し ングプログラ厶の開発 と検証 文部科学省研究費補
2.国	内民間研究機関 な し 助金,(基 盤研究C),平 成20年 度～平成22年 度
3.国	外公的機関 な し 10.山中浩司(研 究代表者),伊 藤公雄,渡 邊太,古 川岳




志,心 光世津子(研 究分担者)他 「生き方死に方 11.牧 本清子 日本看護科学学会評議員

を考える社会 フォーラム」形成のための社会実験 12.荒 尾晴恵 日本緩和医療学会代議員

平成22年 ～24年 度科学研究費補助金(挑 戦的萌芽13.荒 尾晴惠 日本がん看護学会評議員

研究) 14.瀬 戸奈津子 日本慢性看護学会評議員

11.師 岡友紀、(研究代表者)生 体肝移植 ドナー術後QOL 15.遠 藤淑美 日本看護医療学会評議員
尺度の開発 平成21～23年 度 文部科学研究費補助 4.支 部長 なし

金(若 手研究B) 5.委 員長 ・副委員長

12.山	皿鯉 え_(研 究代表者)ICタ グを用いた人支障1.清 水安子 日本糖尿病教育 ・看護学会編集委員会
患者のアセスメン ト向上のためのスタッフの能力開 委員長 編集委員会委員長
発	 平成20年 度一22年 度 文部科学省科学研究費 2.荒 尾晴惠 日本緩和医療学会総務委員長
(若手研究B) 3.荒 尾晴惠 日本がん看護学会教育・研究活動委員会
13.小	林珠実(研 究分担者)ト ータルペインとしてのが 委員長
ん疼痛を緩和するセルフケア支援看護モデルの開発 4.瀬 戸奈津子 大阪府看護協会 看護臨床研修制度
と検証 平成21年 ～24年 度 文部科学省科学 あり方検討委員会 副委員長(～6月)
研究費補助金(基 盤研究B)	 5.瀬 戸奈津子 日本糖尿病教育 ・看護学教育学会
14.小	林珠実(研 究分担者)化 学療法による認知機能障 広報委員会委員長
害がもたらすセルフケア不足を支援する介護介入の 6.瀬 戸奈津子 日本看護協会 認定看護師(糖 尿病看
検討 平成20年 度～22年 度 文部科学省科学研究 護)カ リキュラム検討委員会委員長
費補助金(挑 戦的萌芽研究) 7.遠 藤淑美 日本精 神科看護技術 協会教育認定
3.受 託研究費 なし	 委員会委員長
4.奨 学寄付金 なし	 8.竹 内佐智恵 大阪府看護協会 学会委員会委員長
5.大 学改革推進等補助金 なし	 6.委 員
1.瀬 戸奈津子 日本看護協会 認定看護師(糖 尿病看
組 学会 ・職能団体等の役員活動 護)カ リキュラム検討委員会委員
1.会 長・理事長 なし	 2.梅 下浩司 肝移植に関する作業班(厚 生労働省)
2.理 事 ・幹事	 委員
1.梅 下浩司 日本移植学会幹事	 3.梅 下浩司 脳死肝移植適応評価委員
2.牧 本清子 日本看護科学学会	 4.梅 下浩司 日本移植学会登録委員
3.荒 尾晴惠 日本緩和医療学会副理事長	 5.梅 下浩司 日本肝移植研究会登録委員
4.荒 尾晴惠 日本緩和医療学会常任理事	 6.梅 下浩司 日本肝移植研究会プロジェク ト委員
5.荒 尾晴惠 日本緩和医療学会理事	 7.梅 下浩司 日本肝移植研究会 ドナー安全対策委員
6.荒 尾晴惠 日本がん看護学会理事	 8.梅 下浩司 日本肝移植研究会 ドナー調査委員
7.瀬 戸奈津子 日本糖尿病教育 ・看護学教育学会理事 9.梅 下浩司 日本移植学会統計 ・解析委員
8.瀬 戸奈津子 日本糖尿病療養指導士認定機構理事 10.清 水 安子 日本 糖尿病教育 ・看護学会研 究推進
9.遠 藤淑美 日本精神科看護技術協会常任理事	 委員会委員
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1.梅 下浩司 日本移植学会評議員	 教育課程運営委員会
2.梅 下浩司 日本消化器外科学会評議員	 12.瀬 戸奈津子 日本糖尿病教育 ・看護学 教育学会
3.梅 下浩司 日本肝胆膵外科学会評議員	 編集委員会委員
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9.梅 下浩司 近畿外科学会評議員	 委員
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29.	 瀬戸奈津子 日本看護協会 認定看護師認定委員会
委員
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37.	 小林珠実 日本がん看護学会教育 ・研究活動委員会
委員
38.	 小林珠実 日本看護学教育学会第20回 学術集会
実行委員
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第3者 評 価 委 員
11.	 福 録 恵 子 大 阪 府 看 護 協 会 開 催 学 会 査 読 協 力 員 
2010-2011
12.	 心 光 世 津 子 第37回 日 本 保 健 医 療 社 会 学 会 大 会












































5.村 田 絵 美,山 本 知 加,加 藤 久 美,福 田 祥 子,
毛 利 育 子,永 井 利 三 郎,谷 池 雅 子 発 達 障 害 児 の
養 育 者 が 求 め る 支 援 堺 市 質 問 紙 調 査 よ り




6.島	 田三惠子,足 立智美,神 谷整子,瀬 川 昌也,
早瀬麻子,乾 つぶら 乳児における夜間の就寝時刻
が最長睡眠時間長に及ぼす影響 小児保健 研究 
69(5):685-689,2010
7.鈴	 井江三子,久 我原朋子,池 田理恵,大 橋一友,
判治康代 妊婦の身体感覚 と胎児へ の愛着 との
関連性一初産婦 と経産婦の比較検討一 母性衛生 
51(2),301-310,2010
8.田	 中恵子 父親の家事育児行動 ・夫婦関係満足度の
変化 と母親の育児ス トレスとの関連性,奈 良女子
大学人間文化研究科 第25号215-224頁,2010年
3月
9.新	 田紀枝,河 上智 香,高 城 智 圭,高 城 美 圭,
北尾 美香,常 松 惠子,上 田惠子,石 井京子,
藤原千惠子 看護職者による患者家族の レジリエン
ス を引 き出 す支援 とその支 援 に影響 す る要因
家族看護学研究2010年16巻2号46-55
10.峠	真梨亜,新 田紀枝,池 美保,熊 谷 由加里,
西尾善子 唇顎口蓋裂患児を育てる母親の苦悩を
緩和 させ る支援 日本 ロ蓋裂学会雑誌2010年
35巻3号223-229
11.新	田紀枝,新 宅麻未,池 美 保,熊 谷 由加里,
西尾善子 同伴 入院 した母親 のス トレス軽減を
は か るた め の セ ル フ ケ ア に よ る 足 浴 の 効 果
小児看護2010年3巻9号1309-1314頁
12.新 田紀枝,檜 垣 可那,池 美保,熊 谷 由加里,
西尾善子 朝の足浴が高齢患者の 目覚め感 倦怠感
に及 ぼす効果 女子学生を対象に した基礎研究と入
院 中の高齢者 を対象 と した臨床研究の結果か ら
看護研究2010年43巻3号237-244頁




14.木	内佳 織,徳 山可 奈,福 山智 子,高 橋 弘枝,
三谷明美,赤 井由紀子 高校生における対児感情の
検討 大阪母性衛生学会雑誌,46(1):81-83,2010
15.田	中恵子,竜 岡久枝,木 内佳織,大 橋一友 初めて
の子 どもを持つ父親の育児の意味づけ 大阪母性衛
生学会雑誌46(1):84-88










18.仁	尾かおり,文 字智子,藤 原千惠子 思春期 ・青年
期にあるダウン症をもつ人の自立に関する親の認識,
日本小児看護学会誌,2010年19巻1号 頁








21.藤 田優一,簾 原千惠子 小児看護を実践する看護師








23.酒	井ひろ子,大 橋一友 産後 うつ病 リスクがある
母親のス トレッサー ・ス トレス認知の精神的健康
度 ・母性意識への影響 日本母性看護学会雑誌 
10(1),33-38,2010
24.東 田有加,今 田恭子,三 木佐登美,大 橋一友 妊婦
における ドメスティックバイオ レンス被害の実態一
面 接 式DVス ク リー ニ ン グ の 逐語 録 よ り一
母性衛生51(1),163-169,2010
25.倉 橋理 香,新家 一輝,泉 美香,山 田晃子,
山本菜 摘,武 内紗 千,河 上 智香,石 井 京子,
藤 原手 憲子 小 児の入院 と母 親 の付 き添 いが
きょうだいにおよぼす影響一きょうだいの情緒 と
行動の問題の程度 と前向きな変化 ・成長との関係一,
第40回 日本 看護学 会 一小児看 護 一,2010年
87-89頁
26.武 内紗 千,河 上 智香,新 家一 輝,倉 橋理 香,




27.有 本梨花,島 田三惠子 出産の満足度と母親の児に




対 す る 愛 着 との 関 連 小 児 保 健 研 究69(6): 
749-755,2010

28.乾	つ ぶ ら,島 田 三 惠 子,早 瀬 麻子,鮫 島 道 和,
新 川 治 子,緒 方 敏 子,時 本 秋 江,保 条 麻 紀,
竜岡久枝PittsburghSleepQualityindexによ る
妊娠末期 か ら産後4か 月の母親の睡眠の質に関す る
縦断研究 周産期医学40(12)1826-1829,2010
2.会 議 録
1.富	 永 康 仁,東 純 史,木 村 志 保 子,池 田 妙,
岩 谷 祥 子,橘 雅 弥,北 井 征 宏,下 野 九 理 子,
沖 永 剛 志,永 井 利 三 郎,大 薗 惠 一 難 治 性
epilepticspasms症 例 に 対 す る ケ トン 食 療 法
てんかん研究、28巻2号Page233(2010.09)
2.下	 野 九理 子,池 田 妙,東 純 史,橘 雅 弥,
富 永 康 仁,沖 永 剛 志,毛 利 育 子,永 井 利 三 郎,
谷池雅子,大 薗惠一 広汎性発達障害合併 てんかん
患 者 の 特 徴 て ん か ん 研 究 、28巻2号 
Page283(2010.09)
3.村 田絵 美,永 井 利 三郎,富 永 康 仁,下 野九 理 子,
沖永剛志,毛 利育子,谷 池雅子,大 薗恵一 小児神
経 外来受診 児にお ける広汎性発達障害 日本 自閉症協
会 評 定 尺 度(PARS)を 用 い た 行 動 特 性 の 検 討
脳 と発達2010年42巻Suppl.S457
4.沖	 永 剛 志,池 田 妙,岩 谷 祥 子,富 永 康 仁,
下野 九 理 子,宮 川 広実,永 井 利三 郎,大 薗 恵一
保 存 臍 帯 よ り後 方 視 的 に 診 断 した先 天 性 サ イ ト
メ ガ ロウ イ ル ス 感 染 症 の 臨 床 的検 討 脳 と発 達
2010年42巻SuppLPageS435
5,池	 田 妙,岩 谷 祥 子,北 井 征 宏,橘 雅 弥,
富永 康 仁,下 野 九 理子,沖 永 剛 志,永 井利 三郎,
大薗恵一 幼児期発症の難治な多発性硬化症に対 し
cyclophosphamideパ ル ス 療 法 を 施 行 した1例
脳 と発 達2010年42巻Suppl.S433
6.下 野 九 理 子,池 田 妙,濱 田悠 介,岩 谷 祥 子,
富 永 康 仁,沖 永 剛 志,永 井 利 三 郎,谷 池 雅 子,
大薗惠一 難治てんかん患者に対するラモ トリジン
の治療 経験 脳 と発達2010年42巻Suppl.S263
7.田	 川 哲 三,船 戸 正 久,永 井 利 三 郎,川 脇 寿,
服 部 英 司,斉 藤 利雄 大 阪府 医師会 小児 の 医療的
ケア検討 委員会 大阪府にお ける小児の在宅医療 に




8.村	 田 絵 美,奥 野 裕 子,毛 利 育 子,谷 池 雅 子,
酒 井佐 枝 子,山 本 知 加,吉 崎亜 里 香,加 藤 久美,
橘 雅 弥,辰 巳愛香,永 井利 三郎 堺市 にお ける
発達障害 児(者)の 歯科診療状況 に関す るアンケー 
ト調査 第57回 日本小児保健学会講演集2010
9.	 坂口けさみ,芳 賀亜紀子,徳 武千足,中 村友彦,
島田三恵子 他 全国産科施設へのアンケー ト結
果に基づくSTS(EarlySkintoSkincontact)の 現状
と課題,第28回 日本周産期 ・新生児医学会 周産期
シンポジウム記録集,2010年1月28巻35-39頁,
メジカル ビュー社 東京
10.	 田中恵子 初めての子 どもをもつ両親の親意識の
変化,日 本助産学会第24回 学術集会,学 術集会
抄録集412頁,2010年3月
11.	 池 美 保,新 田紀枝,熊 谷 由加里,西 尾善子,
藤原千惠子 口唇口蓋裂児の母親の児の治療 ・育児
を阻害 する要 因 第41回 日本看護学会抄録集
一小児看護2010年43頁
12.	 河上智香,高 田一美,藤 原午惠子 学生の積極性を
高める小児看護学演習の検討,第41回 日本看護学会
抄録集一看護教育,2010年175頁
13.	 奥野裕子,毛 利育子,谷 池雅子,酒 井佐枝子,
山本知加,吉 崎亜里香,加 藤 久美,橘 雅 弥,
村田絵美,辰 巳愛香,岩 坂英巳,永 井利三郎 広汎
性発達障害をもつ子 どもの親へのペア レン トトレー
ニング(短期型)の 有効性の検討2年 間の実施結果
脳と発達2010年42巻Suppl.S40
14.	 常松 惠子,北 尾美 香,高 城 智 圭,高 城美 圭,




15.	 常松惠子,藤 原 千惠子 父親が求める育児情報
一初めて生活をともにするわが子へのかかわ りを
通 じて 第41回 日本看護学会抄録集一母性看護,
2010年21頁
16.	 上 田惠子,高 城美 圭,常 松惠 子,高 城 智圭,
北尾美香,河 上智香,新 田紀枝,藤 原千惠子,
石井京子 看護職者のキャリア形成に関する認識,
日本看護研究学会雑誌,2010年33巻3号300頁
17.	 北尾 美香,常 松 惠子,高 城智 圭,高 城 美圭,
河上 智香,新 田紀 枝,上 田惠子,石 井 京子,
藤原千惠子 看護職者のキャ リア発達による患者
及び患者家族 レジ1丿エ ンス支援の必要性の認知
第41回 日本 看 護 学 会 抄 録 集 一 看 護 総 合,
2010年38頁
18.	 山田晃子,藤 原千惠子 入院している学童のケアに
関 す る母 親 と看 護 師 の 期 待 と実 践 の 差 異,
第57回 日本小児保健学会講演集,2010年261頁
19.	山田晃子,藤 原干惠子 入院 している学童の母親の




第41回 日本 看護 学 会 抄 録 集 一小 児 看 護,
2010年78頁
20.古 藤雄大,永 井利三郎 大阪府の支援学校に在籍
する児の予防接種実施状況に関する調査 第57回
日本小児保健学会講演集2010
21.高 間さとみ,永 井利三郎 学校における発達障害児
への取 り組みの実情と課題 第57回 日本小児保健
学会講演集
22.松 岡彩世子,永 井利三郎,高 田一美3歳6ヶ 月
健診受診児の保護者の子育て支援利用と育児不安と
の関係について 第57回 日本小児保健学会講演集
23.高	木理 沙,高 木 沙耶,高 田一美,永 井利 三 郎
小学 生の食意識や食行動の実態 とそれ に影響 を
及ぼす因子についての研究 第57回 日本小児保健
学会講演集
24.高 木 沙耶,高 木 理沙,高 田一美,永 井利 三 郎
家庭における食育の実際と子どもの食意識。食行動
に関する研究 第57回 日本小児保健学会講演集
25.木 谷江里,高 田一美,永 井利三郎 普通小学校の
特別支援教育における養護教諭の約割 についての
インタビュー調査 第57回 日本小児保健学会講演集
26.濱 名遮 典蓑,高 田一美,永 井利三郎 成年大学生に
おける喫煙 ・薬物乱用に関する意識 と実態について
第57回 日本小児保健学会講演集
27.激 川喜蒄テ,高 田一美,永 井利三郎 発達に障害を
持つ児の睡眠状況 と保護者の睡眠 ・介護負担感 に
関する研究 第57回 日本小児保健学会講演集
3.研 究報告
1.藤	 原干惠子,石 井京子,河 上智香,新 家一輝,
倉橋 理香,武 内紗 千,泉 美 香,山 田晃 子,
山本 菜摘,岩 田千尋,川 上冴子,廣 田恵美,
元木 遥,柳 田有貴 入院児 をもつきょうだいの
発達的変化と看護師によるきょうだい支援の探究
2010年1-84頁
2.藤 原千恵子,藤 田優一 小児看護を実践する看護師
の属性および個人特性と職務ス トレスおよび離職
願望との関連2010年8月1-32頁
3.永 井 利三郎 平成21年 度 予防接種 リサ ーチ
センター調査研究費補助金事業報告書 「基礎疾患
を持つ子どもの安全な予防接種に関する研究」
4.永	 井利三郎 大阪府 「発達障がい療育等支援事業」
の効果検証に関する調査研究 報告書,2010年
5.坂	 口けさみ,芳 賀亜紀子,徳 武千足,中 村友彦,島 田
三恵子 他 正期産母子に対する分娩直後のカンガ
ルケアの問題と安全性並びに快適性に関する研究 
平成19～21年 度科学研究費補助金(基 盤研究B)研 究
成果報告書,2010年3月
4.	 大学 ・研究所等の報告





1.	 藤原千惠子 ス トレスは子どもの心身にどのような
症状をもたらすか,児 童心理2010年64巻17号
31-35頁
2.	 永井利三郎 小 児神経疾患の新 しい予防 ・治療
小児神経疾患と予防接種 小児神経学の進歩39巻 
Page45-54
3.	 永 井利 三郎 子 どもの てんか ん とQualityof
Life(QOL)Epilepsy:4巻1号Page29-34
4.	 永井利三郎 【てんかん治療Update研 究と臨床の
最前線】 最新 ・てんかん診療動向 心理 ・社会的
研究 てんかんをもつ子 どもとその家族の包括的
支援 を考 えるQOLと レジリエ ンスの視 点か ら
医学のあゆみ232巻10号Page1092-1097
5.	 島田三惠子,杉 本充弘 快適な妊娠出産のための
ガイ ドライン2006,周 産期医学,2010年40巻
4号459-463頁









z.	 島田三惠子,杉 本充弘 日本医療機能評価機楮
(Minds)ホ ームページ掲載:一 般向けガイ ドライン
解説 「妊娠 ・出産 診療ガイ ドライン」ガイ ドライン
解説(作 成担当),2010年12月 公開






1 藤原千惠子 患児の親 小児のメンタルヘルス 及
川郁子監修,草場 ヒフミ編,2010年240-246頁,中山




2. 藤原手恵子,河上智香 小児看護学 松木光子監修, Japanesewomen.AsiaPacificConferenceonTobacco 
宮地緑 他編 看護臨地実習ハン ド ブック改訂4 orHealth,2010,0ctober,Sydny 
版,2010年117-134頁金芳堂 2. HirokoOkuno,ToshisaburoNagai,IkukoMohri, 
3. 永井利三郎 発達障害の子 どもの理解 と関わり方入 TomokaYamamoto,ArikaYoshizaki,SaekoSakai, 
門 広汎性発達障害・ADHDの幼児期から学童期の支援 MasayaTachibana,HidemiIwasaka,MasakoTaniike 
永井利三郎監修,荒 木 田美香子,伊 藤美樹子, Evaluationofmodifiedparenttrainingformothersof 
奥 野 裕 子,酒 井 佐 枝 子,藤 原 千 惠 子,編 childrenwithPervasiveDevelopmentalDisorders: 
大阪大学出版会2010.9 InternationalAssociationforChildandAdolescent 
4. 下野九理子,永 井利三郎 小児臨床栄養学 診断と PsychiatryandAlliedProfessions(IACAPAP),China 
治療社2010/12 2010.6 
5. 島 田 三 惠 子 妊 婦 の 睡 眠 と新 生 児 の 睡 眠 3. HirokoOkuno,ToshisaburoNagail,IkukoMori, 
五十嵐隆 総編集:小 児科臨床 ピクシス,(神 山潤 SaekoSakai,TomokaYamamoto,ArikaYoshizaki, 
専門編集)第13巻小児の睡眠障害,中 山書店 東京, MasayaTachibana,HidemiIwasaka,MasakoTaniike, 
2010年2月,第5章134-137頁 Afollow-upevaluationatthreemonthsaftermodified 
6. 大橋一友 不妊に悩む女性への看護 佐藤弘道監修 parenttrainingsformothersofchildrenwithPervasive 
メディ力出版5-62010年4月 DevelopmentalDisorders,InternationalChildNeurology 
7. 2011年新 出 題 基 準 別 助 産 師 国 家 試 験 問 題 AsociationCongressEzypt,2010.5
医学監修 大橋一友 編集 葉久真理,田 中恵子 2. 国 内 学 会
メディカ出版,2010年7月 1. 下 野 九 理 子,池 田 妙,濱 田 悠 介,岩 谷 祥 子,
8. 2011年新 出題基準別 助産師国家試験重要問題集 富 永 康 仁,沖 永 剛 志,永 井 利 三 郎,谷 池 雅 子,
医学監修 大橋一友 編集 葉久真理,田 中恵子 大 薗 惠 一 難 治 て ん か ん 患 者 に 対 す る ラ モ ト リ ジ ン
メディカ出版,2010年8月 の 治 療 経 験 第52回 日本 小 児 神 経 学 会 鳥 取
9. 松木光 子監 修,宮 地緑 編集,看 護学 臨地 実習 2. 田 川 哲 三,船 戸 正 久,永 井 利 三 郎,川 脇 寿,
ハ ン ドブ ック 改 定4版 田 中 恵 子 担 当, 服 部 英 司,斉 藤 利 雄,大 阪 府 医 師 会 小 児 の
第7章 母性看護学135-156頁金芳堂2010年1月 医 療 的 ケ ア 検 討 委 員 会 大 阪 府 に お け る 小 児 の
3.教科書 なし 在 宅 医 療 に 関 す る ア ン ケ ー ト 調 査
第52回 日 本 小 児 神 経 学 会 鳥 取
皿 招聘講演 ・シンポジウム等 3. 富 永 康 仁,東 純 史,木 村 志 保 子,池 田 妙,
1. 国際学会 な し 岩 谷 祥 子,橘 雅 弥,北 井 征 宏,下 野 九 理 子,
2. 国内学会 沖 永 剛 志,永 井 利 三 郎,大 薗 惠 一
1. 藤原午惠子 シンポ ジウム 病気や障害か ら生 じる 「難 治 性epilepticspasms症例 に 対 す る ケ ト ン
ス トレス状態か らの立ち直 り一レジリエンスの看護 食 療 法 」 第44回 日 本 て ん か ん 学 会 岡 山
への活用 日本家族看護学会第17回 学術集会, 4. 下 野 九 理 子,池 田 妙,東 純 史,橘 雅 弥,
2010年9月,名古屋市 富 永 康 仁,沖 永 剛 志,毛 利 育 子,永 井 利 三 郎,
z. 坂口けさみ,芳 賀亜紀子,徳 武干足,中 村友彦, 谷 池 雅 子,大 薗 惠 一 広 汎 性 発 達 障 害 合 併 て ん か
島田三恵子 他 全国産科施設へのアンケー ト結 ん 患 者 の 特 徴 第44回 日 本 て ん か ん 学 会 岡 山
果に基づくSTS(EarlySkintoSkincontact)の現状 5. 村 田 絵 美,永 井 利 三 郎,富 永 康 仁,下 野 九 理 子,
と課題 第28回 日本周産期 ・新生児医学会 周産期 沖 永 剛 志,毛 利 育 子,谷 池 雅 子,大 薗 恵 一 小 児
シ ンポ ジ ウム(テ ー マ:周 産 期 と医療 安全) 神 経 外 来 受 診 児 に お け る 広 汎 性 発 達 障 害 日 本 自 閉
京都市,2010年1月16日 症 協 会 評 定 尺 度(PARS)を用 い た 行 動 特 性 の 検 討
第52回 日 本 小 児 神 経 学 会 鳥 取
】V学 会 一 般 演 題 6. 沖 永 剛 志,池 田 妙,岩 谷 祥 子,富 永 康 仁,
1.国 際 学 会 下 野 九 理 子,宮 川 広 実,永 井 利 三 郎,大 薗 恵 一
1.TomokoKugahara,EmikoSuzui,KanriKinonchi,	 保 存 臍 帯 よ り 後 方 視 的 に 診 断 し た 先 天 性
HirokoSakai,KazutomoOhashiTherelationship サ イ ト メ ガ ロ ウ イ ル ス 感 染 症 の 臨 床 的 検 討
太文字=教 員2重 線=博 士学生 下線=院 士学生 基纏三学部生
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第52回 日本小児神経学会 烏取	 桑名
7.池 田 妙,岩 谷祥 子,北 井 征宏,橘 雅 弥, 19.井 関敦子,南 田智子,大 橋一友 実母から娘への




8.鈴	 井江三子,久 我原朋子,池 田理恵,大 橋一友,




9.細	 井舞子,大 橋一友 日本人大学生における男性
役割規範、コン ドー 厶使用自己効力感 とコン ドーム
使 用変 化ス テー ジの関連 日本 母性 衛生学 会
2010年11月 金沢
10.田 中恵 子,竜 岡久 枝,孅,大 橋 一 友
初 め ての子 どもをも つ父親 の育児 の意 味 づ け
大阪母性衛生学会2010年2月 大阪
11.久	我原朋子,鈴 井江三子,yC,大 橋一友
妊婦の喫煙 と歯周病 との関連 第24回 日本助産
学会学術集会2010年3月,つ くば
12.田 中 恵 子 初 め て の 子 ど も を も つ 両 親 の
親意識の変化 日本助産学会第24回 学術集会
2010年3月 茨城
13.池	 美保,新 田紀枝,熊 谷 由加里,西 尾善子,
藤原干惠子 ロ唇 ロ蓋裂児の母親 の児の治療 ・
育児を阻害する要因2010年11月,津 市
14.yC,徳	 山可 奈,福 山 智子,高 橋 弘枝,
三谷明美,赤 井由紀子 高校生における対児感情の
検討 大阪母性衛生学会2010年2月,大 阪
15.河	上智香,高 田一美,藤 原千惠子 学生の積極性
を高める小児看護学演習の検討,第41回 日本看護
学会一看護教育,2010年8月,佐 世保市
16.奥	野裕子,毛 利育子,谷 池雅子,酒 井佐枝子,
山本知加,吉 崎亜里香,加 藤久美,橘 雅弥,
村 田絵美,辰 巳愛 香,岩 坂 英 巳,永 井 利三 郎
広汎性発達障害をもつ子どもの親へのペアレン ト
トレーニング(短 期型)の 有効性の検討2年 間の
実施結果 第52回 日本小児神経学会 鳥取
17.村	田 絵 美,奥 野 裕 子,毛 利 育 子,谷 池 雅 子,
酒井佐枝子,山 本知加,吉 崎亜里香,加 藤久美,
橘 雅弥,辰 巳愛香,永 井利三郎 堺市における
発 達 障 害 児(者)の 歯 科 診 療 状 況 に 関す る
アンケー ト調査 日本小児保健学会 新潟9月




20.常	松 惠子,北 尾 美香,高 城 智圭,高 城美 圭,




21.北	尾 美香,常 松 惠子,高 城 智圭,高 城 美圭,
河 上智 香,新 田紀枝,上 田惠子,石 井京子,
藤原千憲子 看護職者のキャ リア発達による患者
及び患者 家族 レジリエンス支援の必要性の認知






23.上 田惠 子,高 城美 圭,常 松 惠子,高 城 智圭,




24.山	田晃子,藤 原千惠子 入院 している学童のケア
に関 す る母 親 と看 護 師 の 期 待 と実 践 の 差 異
第57回 日本小児保健学会,2010年9月,新 潟市
25.山	田晃子,藤 原干惠子 入院 している学童の母親
のケアに関する母親 と看護師の認識 と期待の差異
第41回 日本看護学会一小児看護,2010年11月,津 市
26.高 間 さ とみ,永 井 利 三 郎 学 校 に お け る
発 達 障 害 児 へ の 取 り組 み の 実 情 と 課 題
第57回 日本小児保健学会 新潟9月
27.古 藤雄大,永 井利三郎 大阪府の支援学校 に在籍
す る 児 の 予 防 接 種 実 施 状 況 に 関 す る 調 査
第57回 日本小児保健学会 新潟9月




29.高 木沙耶,高 木理沙,高 田一美,永 井利三郎 家庭
における食育の実際と子どもの食意識。食行動に関
する研究 第57回 日本小児保健学会 新潟9月
30.木 谷江里,高 田一美,永 井利三郎 普通小学校の
特別支援教育における養護教諭の約割についての
インタ ビュー調査 第57回 日本 小児保健学会
太文字e教 員 2重 線=博 士学生 下線=院 士学生 点線=学 部生
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新潟9月	 13.新 田紀枝 看護研究,社 会医療法人生長会府中病院
31.濱 名麻由美,高 田一美,永 井利三郎 成年大学生に
おける喫煙 ・薬物乱用に関する意識と実態について
第57回 日本小児保健学会 新潟9月
32.松	岡彩世子,永 井利三郎,高 田一美3歳6ヶ 月
健診受診児の保護者の子育て支援利用と育児不安と
の 関係 に つ いて 第57回 日本 小児 保健 学会
新潟9月
33.瀬	川真莉子,高 田一美,永 井利三郎 発達に障害を
持つ児の睡眠状況と保護者の睡眠 ・介護負担感に
関する研究 第57回 日本小児保健学会 新潟9月
V講 演会
1.藤	 原 千恵 子 小児 看護 学教育 課程 大 阪府
看護 教員講習会2010年8月30日 ～9月1日
2.永 井 利 三 郎 発 達 障 害 の 考 え方 と そ の支 援
平 成21年 度 吹 田 市 学 校 保 健 会 講 演 会
吹田市教育 委員会2010.2
3.永 井利三郎 てんかんをもつ子どもの生活 と支援
てんかん県民講座 日本てんかん協会兵庫県支部 
2010.10
4.永	 井利三郎 てんかんをもつ子どもの生活 と支援
日本てんかん協会大阪府支部2010.7
5.永	 井利三郎 発達障がいのある子どもの特性と支援
の考 え方 第2回 関西障害 者歯科 臨床研究会 
2010.6.19
6、 永井利三郎 発達障害支援 「感覚過敏について」
第2回 シ ンポ ジウムNPO法 人 特別 支援 教 育
ネッ トワーク 『が じゅまる』3.22
7.永	 井利 三郎 てんか ん を持 つ子 ど もと家族 の
サ ポー ト～抗 てん かん薬 の知 識 も含 めて ～」
専 門 職 の た め の て ん か ん の 医 療 講 演 会
てんかん協会大阪 支部6月 大阪
8.永	 井利三郎 子どものてんかん とその支援について
～抗 てんか ん薬の知識 も含めて～箕面支援学校
研修会2010.9.3




11.新	田紀枝 看護倫理 に親 しも う,日 本赤十字社
和歌山医療センターキャリア開発ラダー全体研修会,
2010.7和 歌山
12.新	田紀枝 家族のアセスメン トと看護介入,大 阪
大 学医学部 附属病 院段階別研修 皿(看 護実践)
家族看護,2010年9月,大 阪
研修会,2010年10月,大 阪
珮	 報道 な し
W【	主催学会
1.学 会
1.藤	 原千惠子 第8回 日本小児がん看護学会,2010年
12月17日 ～19日,大 阪市
2.永	 井利三郎 第16回 日本保育園保健学会10月30、
31日 事務局長 大阪大学コンベンションセンター
3.永	 井利三郎 大阪小児科学会(2月 、4月 、6月 、
9月 、12月)会 長 大阪市大附属病院講堂
4.大 橋一友 第68回QOL研 究会2010年4月 大阪
2.セ ミナー な し
3.研 究会 な し
4.講 習会 な し
5.そ の他




1X特 許 な し 
X	 共同研究
1.	 国内公的機関 な し
2.	 国内民間研究機関




2.	 島田三惠子 「妊婦の姿勢とマイナー トラブル ・産
科異常 との関連」 浜松医科大学2010年 開始
3.	 国外公的機関 な し
4.	 国外民間研究機関 な し
研究費
1.	 校費 な し
2.	 科学研究費補助金
1.	 藤原千憲子(研 究代表者)生 命危機を伴う先天性
疾患児の親のための危機を乗り越えるレジリエンス
強化プログラム 平成20年 度～平成22年 度 文部
科学省科学研究費(基 盤研究C)
2.	 藤原千惠子(分 担研究者)中 堅期 ・新人期の
太文宇諞教員 難 生 下線=院士学生点線=学 部生
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看護師における看護コンピテンス連鎖モデルの構築 1.藤 原干惠子 日本看護科学学会

平成20年 度～平成22年 度 文部科学省科学研究費 2.藤 原千惠子 日本小児看護学会

(基盤研究C) 3.藤 原千惠子 日本看護研究学会

3.	 永井利三郎 厚生科研 予防接種 リサーチセンター 4.藤 原千惠子 日本家族看護学会
調査研究事業補助金 研究班 主任 5.藤 原千惠子 日本看護教育学学会
4.	 永井利三郎 科学研究補助金C分 担研究 6.島 田三惠子 日本助産学会
5.	 島田三惠子(研 究代表者),鮫 島道和,関 博之, 7.大 橋一友 日本生殖免疫学会
白井文恵,竜 岡久枝,早 瀬麻子 妊娠中か ら産褥期 8.大 橋一友 日本母性衛生学会
の母親の生活 リズ厶等が妊娠産褥経過に及ぼす影響 4.支 部長 な し
平成20年 ～24年 度 文部 科学省科学研 究費 5.委 員長,副 委員長
(基礎研究B)	 1.永 井利三郎 日本てんかん学会 てんかん研究
6.	 平成22年 度科学研究費補助金 基盤C大 橋一友, 編集委員会 委員長
オ曲 佳鎧 妊婦の禁煙指導のための携帯電話双方向 2.永 井利三郎 日本小児神経学会用語委員会 委員長
通信システ厶の開発 3.永 井利三郎 厚生労働省予防接種副反応被害認定
7.	 平成22年 度科学研究費補助金 挑戦的萌芽研究 調査会 副委員長
西村明子,大 橋一友,末 原紀美代,飯 尾祐加, 4.永 井利三郎 大阪府発達障害支援体制整備検討
勝田真由美 周産期における父親のうつ状態の推移 委員会 委員長
と危険因子 5.島 田三惠子 日本助産師会機関誌編集委員長
8.	 河上智香(2009).小 児がんの子 どもを持つ親の 6.委 員
レ ジ リエ ン ス 促 進 ケ ア プ ロ グ ラ ム の 検 討 7.藤 原干憲子 第8回 日本小児がん看護学会査読委員
平成22-23年 度 科学研究補助金 若手(B) 2.永 井利三郎 大阪府特別支援教育連携協議会 委員
9.	 C(研 究代表者)携 帯電話双方向通信 を 3.永 井利三郎 豊中市障害保育顧問
用 いた産後 女性へ の 骨盤底 筋訓 練支援 に よる 4.永 井利三郎 府立箕面支援学校医療的ケア担当医師
尿 失 禁 の 改 善 と予 防 平成22年 ～24年 度 講師
文部科学省科学研究費(若 手研究B) 5.島 田三惠子 日本助産学会専任査読委員
3.	 受託研究費 なし 6.島 田三惠子 日本看護科学学会専任査読委員
4.	 奨学寄付金 な し 7.島 田三 惠 子 独 立 行 政 法 人 日本 学 術 振 興 会
5.	 大学改革推進等補助金 な し 科学研究費委員会専門委員
8.大 橋一友 豊中市男女共同参画推進委員会 委員
】皿 学会 ・職能団体等の役員活動 9.新 田紀枝 第8回 日本小児がん看護学会査読委員
1.会 長 ・理事長	 10.河 上智香 第8回 日本小児がん看護学会査読委員
1.永 井利三郎 大阪小児科学会会長,	 7.そ の他
2.永 井利三郎 大阪小児神経学懇話会会長, 1.大 橋一友 放送大学 客員教授
3.永 井利三郎 大阪小児てんかん研究会会長, 2.大 橋一友 千里金蘭大学 客員教授
4.永 井利三郎 阪神小児神経筋研究会会長, 3.大 橋一友 大阪保健医療大学 客員教授
5.永 井利三郎 関西病病弱教育セ ミナー会長 4.田 中恵子 日本助産学会学術集会,日 本母性看護
6.永	 井利三郎 特別支援教育セミナー2010in関 西 学会学術集会,大 阪府看護協会主催学会 査読委員
会長 道頓堀ホテル8月3日 ～5日 5.田 中恵子 日本看護学教育学会第20回 学術集会
7.大 橋一友 日本不妊カウンセリング学会理事長 実行委員2010年8月
2.理 事,幹 事	 6.丞 内佳鎧 大阪府看護協会査読協力員
1.藤 原午惠子 日本小児がん看護学会 幹事
2.永 井利三郎 日本てんかん学会 理事
3.永 井利三郎 日本小児神経学会 理事
4.大 橋一友 大阪母性衛生学会 常任理事
5.田 中恵子 大阪母性衛生学会 幹事
3、 評議員
















































































13.志 岐 直 美,大 野 ゆ う 子,伊 藤 ゆ り,津 熊 秀 明 大 阪 府
に お け る が ん 患 者 受 療 動 態 お よ び 地 域 別 生 存 率 の
検 討 厚 生 の 指 標2010年7巻1号28-35頁
14.大	塚 敏 子,荒 木 田 美 香 子,三 上 洋 高 校 生 の 将 来
喫 煙 の リス ク か ら み た 特 徴 の 分 析 喫 煙 防 止 教 育 の
検 討 に 向 け て 日 本 公 衆 衛 生 雑 誌57(5):366-380, 
2010
15.Sugiura,K,ItoM,Kutsumi,M,Mikami,H在	宅 介 護
継 続 配 偶 者 介 護 者 に お け る 介 護 経 験 と 精 神 的 健 康 状




byalongitudinalstudy)日本 公 衆 衛 生 雑 誌

16.清 水 佐 知 子,加 藤 久 美,毛 利 育 子,下 野 九 理 子,
大 野 ゆ う 子,谷 池 雅 子 日 本 版 幼 児 睡 眠 質 問 票 の 開 発
小 児 保 健 研 究2010年69巻6号803-813頁
17.羽 賀 知 行,伊 部 亜 希,阿 曽 洋 子,宮 嶋 正 子,
石 澤 美 保 子,高 田 幸 恵,田 丸 朋 子,本 多 容 子
皮 膚 血 液 循 環 評 価 装 置 の 開 発 と そ の 臨 床 応 用 バ イ
オ メ カ ニ ズ ム 学 会 誌2010年34巻2号132-141頁
18.有	 馬 志 津 子,矢 山 壮,三 上 洋,谷 川 緑,
嶺 岸 秀 子,田 中 彰 子,千 崎 美 登 子,大 石 八 重 子,
荻 原 修 代 一 殷 病 院 に 勤 務 す る 看 護 師 の 禁 煙 支 援 の
現 状 と 関 連 要 因 の 検 討 日 本 公 衆 衛 生 雑 誌57(3): 
203-213,2010
19.有 馬 志 津 子,村 上 登 志 子,仲 下 祐 美 子,三 上 洋
看 護 学 部 生 に お け る 禁 煙 支 援 へ の 意 思 の 概 念 枠 組 み
の 評 価.日 本 民 族 衛 生 雑 誌(inpress)
20.田	 丸 朋 子,阿 曽 洋 子,伊 部 亜 希,本 多 容 子,
徳 重 あ つ 子,木 村 静 鈴 木 み ゆ き ベ ッ ドの 高 さ の
違 い か ら み た 移 動 援 助 時 の 患 者 の 頚 部 筋 負 担 及 び 看
護 師 の 作 業 効 率 へ の 影 響 人 間 工 学2010年46巻1号
10-15頁
太文字=教 員 2重 線=博 士学生 下線=院 士学生 点線=学 部生
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22.本 多容子,阿 曽洋子,伊 部亜希,田 丸朋子70歳 代の
在宅高齢者に対する男女別にみた足浴の転倒予防効
果の検討 看護人間工学研究誌2010年10巻33-38頁
23.本 多容 子,阿 曽洋 子,伊 部 亜 希,田 丸 朋 子,
徳重あつ子 男性高齢者に対する足浴の転倒予防効
果の検討 人間工学2010年46巻4号277-281頁 





















































































CarloMethod,日 本 経 済 学 会 春 季 大 会 論 文 集 、2010
10.大 野 ゆ う 子,王 媛 媛,薄 雄 斗 凝 りの 定 量 化 に
関 す る 研 究 生 体 医 工 学 シ ン ポ ジ ウ ム2010電 気 学
会	 医 用 ・生 体 医 工 学 研 究 資 料2010年9月19-20頁
11.大	井慎太郎,大 野ゆ う子,清 水佐知子,井 上泰子,
尾 島裕 子,岡 田志 麻,牧 川方 昭,森 本 明子,
大西喜一郎,山 田憲嗣,田 中あつ子,本 杉ふ じえ,
岡田千鶴 急性期循環器病専門治療施設の患者移送
お よ び エ レベ ー タ 待 ち 時 間 に 関 す る 研 究
1Tヘルスケァ誌5巻1号2010年5月100-103頁
12.笠	原聡子,大 野ゆ う子,石 井豊 恵,沼 崎穂高,
清水佐知子 看護業務における中断発生と経験年数







況 別 に み た 老 いの 認 識 お よ び 老 いへ の 備 え
第30回 日本 看 護 科 学 学 会 学 術 集 会 講 演 集
2010年12月490頁




と保健師の実践 との一致度,日 本 公衆 衛生雑誌 
57(10):203,2010
17.山	田憲嗣,薄 雄斗,武 田真季,喜 久元香,長 倉俊明,
石原 謙,大 野ゆう子 薄膜シリコーンを利用 した
触覚内視鏡開発の基礎検討 生体医工学シンポジウ
ム2010電 気学会 医用 ・生体医工学研 究資料
2010年9月11-12頁
18.杉	浦圭子,伊 藤美樹子,九 津見雅美,菱 田知代,
磯野安理沙,三 上 洋 居宅介護保険サー ビス利用者




の うつ症状の続柄別の検討 日本老年医学会雑誌 
47(Suppl.):117,2010
19.清	水佐知子,大 野ゆう子,尾 島裕子,坂 田奈津美,
森本明子,中 村昌平,金 谷一朗,山 田憲嗣,岡 田志麻,
牧川 方 昭,石 井豊 恵,笠 原 聡子,平 河勝 美,
田中あつ子,本 杉ふ じえ,岡 田千鶴 オブジェク ト
指向業務モデ リングによる患者移送関連看護業務の
検討1丁 ヘルスケア誌5巻1号2010年5月94-95頁
20.清	水佐知子,大 野ゆ う子UMLを 用いた看護業務の
分析と業務改善 第30回 医療情報学連合大会論文集
2010年11月183頁
21.清	水佐知子,大 野ゆ う子,中 村昌平,金 谷一朗,
川 崎和 男,冨 澤理恵,尾 島裕子,坂 田奈津美,
石井豊恵,山 田憲嗣 オブジェク ト指向に基づく患者
移送関連看護業務モデリングの試み 第30回 医療
情報学連合大会論文集2010年11月162頁
22.白	井文恵,手 塚理香子,丸 山美知子,永 穂智子




23.根	来佐由美,葉 山有香,井 上智子 女性地域高齢者の
皮 膚乾 燥 予 防ケ ア と健 康 関連QOLと の 関連
日本看護研究学会第23回 近畿 ・北陸地方会学術集会
2010年3月31頁
24.葉	山有香,田 名部佳子,根 来佐由美,井 上智子
水 中 運 動 指 導 者 の ス キ ン ケ ア に 関 連 す る
皮膚角層水分量 ・pHの 実 態 日本公衆衛生雑誌
2010年10月57巻10号541頁
25.高	亜罕,大 野ゆう子,林 良彦 対話における共感
状態の分析 創立50周 年記念(第72回)全 国大会情報
処理学会2010年3月2D-6頁
26.高	亜罕,大 野ゆう子,林 良彦 対話中の共感状態
とその音 声 的 特徴 の 分析 電子 情 報通 信学 会
ヒ ュー マ ン コ ミュ ニ ケ ー シ ョ ン基 礎 研 究 会
2010年3月109巻457号1-6頁
27.高	 亜罕,大 野ゆ う子,林 良彦 対話における
共感状態の音声情報からの推定 電子情報通信学会
ヒ ュー マ ン コ ミュ ニ ケ ー シ ョ ン基 礎 研 究 会
2010年8月110巻185号37-42頁
28.田 中範佳,大 野 ゆ う子,山 田憲 嗣,岩 佐 真 也
手術台の縦転 ・横転が及ぼす体圧の変化 生体医工学
シンポジウム2010講 演予稿集2010年9月CD-ROM
29.森	本明子,大 野ゆ う子,辰 巳友佳子,堀 芽久美,
歌田真依,武 田真季,薄 雄斗,喜 久元香,尾 島裕子,
坂田奈津美,田 中範佳,山 田憲嗣,清 水佐知子 急性
期病棟の状態把握における看護師の観察情報処理系
の検討 第25回 生体生理工学 シンポジウム論文集
2010年9月257-258頁
30.岩 佐真也,大 野ゆ う子,清 水佐知子,持 丸祐子
セネガルにおける地理的環境の異 なる地域住 民の
主観的重症度 と受療行動の比較 第25回 日本 国際
保健医療学会学術大会抄録集2010年9月118頁
31.本	多容子,阿 曽洋 子,伊 部 亜 希,田 丸 朋子,
假 谷 ゆ か り,荒 岡 広 子 ケ ア ハ ウ ス 入 居
高齢 者 に対 す る足 浴が 歩行 周 期 に与 え る影 響
第18回 看護人間工学部会研究会,2010年8月20頁
32.本	多容子,阿 曽洋 子,伊 部 亜 希,田 丸 朋子,
假谷ゆか り ケアハウス入居高齢者に対する足浴の
転倒予防効果一第1報 足浴間隔の観点か ら一 日本
看護研究学会雑誌2010年8月33巻3号176頁
33.田	丸 朋子,阿 曽洋子,伊 部 亜 希,本 多容 子,




34.武	田真 季,山 田 憲 嗣,喜 久元 香,薄 雄 斗,
清水佐知 子,八 木哲 也,長 倉俊 明,石 原 謙,
大野ゆう子 転倒転落の事前検知システムの開発(1)
病棟ベッ ド環境 生体医工学 シンポジウム2010講 演
予稿集2010年9月CD-ROM
35.武	田真 季,山 田憲 嗣,喜 久 元 香,薄 雄 斗,
清水佐知 子,八 木哲 也,長 倉俊 明,石 原 謙,
大野ゆう子 医看工融合におけるベッドからの転倒
転落動 作に関す る研 究 第25回 生体生理工学
シンポジウム論文集2010年9月259-260頁
36.仲	下祐美子,山 野賢子,西 村節 子,清 水 悠路,
前 田健 次,井 戸正 利,岡 田武 夫,木 山 昌彦,
北村明彦,中 村正和,石 川善紀,三 上 洋 喫煙、飲
酒がメタボ リックシン ドロームに及ぼす影響の検討
成人病と生活習慣病40(5):542,2010
37.秋	山明子,英 裕雄,三 上 洋 東京都在宅療養
支援診療所 の活動状況 と死亡場所に関する検討.
癌と化学療法37(Suppl.皿):186-188,2010
38.秋 山明子,英 裕雄,三 上 洋 独居高齢者の在宅
医 療 を 支 援 す る 在 宅 医 療 体 制 に 関 す る検 討
日本老年医学会雑誌47(Suppl.):87,2010
39.仲	下祐 美子,山 野賢子,八 木 英子,山 崎 和美,
武森 貞,米 田晃子,高 橋 愛,三 上 洋,中 村正和,
木山昌彦,北 村明彦,石 川善紀 喫煙状況と食習慣、
運 動 習 慣 、 睡 眠 障 害 と の 関 連 性 の 検 討
日本公衆衛生雑誌57(10);281,2010
40.秋 山 明 子,英 裕 雄,三 上 洋 在 宅 死 に
太文字=教員 甦 生下線=院 士学生 点線=学 部生
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影響する要因に関する検討一在宅療養支援診療所を
対 象 とす る調 査 よ り一 日本 公 衆 衛 生 雑 誌 
57(10):385,2010
41.磯	野安理沙,菱 田知代,杉 浦圭子,九 津見雅 美,








43.菱	田知代,大 村佳代子,藤 川祐未,伊 藤美樹子,




44.西	頂班 已 乾 富士男,加 藤憲 司,富 沢理恵,
桝谷里紗,早 川和生 高齢双生児の社会的役割、
手段的日常生活動作に関連する遺伝的要因について
の研究,日 本双生児研究学会 第24回 学術講演会
抄録集、12,2010
45.坂	田奈津美,大 野ゆう子,清 水佐知子,横 内光子,
田墨惠子,水 木満佐央 外来化学療法におけるタイム
プロセス スタディおよびそれに基づ く待 ち時 間
シ ミュ レー シ ョンに 関す る研 究 生体 医工 学
シンポジウム2010講 演予稿集2010年9月CDROM
46.坂	田奈津美,大 野ゆう子,清 水佐知子,横 内光子,
岩佐真也,大 西喜 一郎,王 媛媛,山 田憲嗣,
金谷一朗,田 墨惠子,水 木満佐央 タイムプロセス
ス タ デ ィ手 法 を用 い た 外 来 化 学 療 法 部 門 の
業 務 分 析 と 増 床 前 後 の 治 療 待 ち 時 間 比 較
ITヘルスケア誌5巻1号2010年5月96-99頁
47.薄	 雄斗,大 野ゆ う子,清 水佐知子,山 田憲嗣,
喜 久元 香,中 川 里 恵,松 村泰 志 電子 力ル テ
導 入前 後の 外 来診 察状 況 の変 化 に関す る研究
1Tヘルスケァ誌5巻1号2010年5月44-47頁
48.歌 田真依,大 野ゆう子,清 水佐知子,早 田みどり,
陶 山 昭 彦 長 崎 県 がん 登 録 に 基 づ く2種 類 の
[M比 に関す る検 討 地 域 がん 登録 全 国協 議会
第19回 学術 集会抄録集2010年10月32頁
49.辰 巳友佳子,大 野ゆう子,歌 田真依,清 水佐知子,
加茂憲一,早 田み どり 日本の都道府県別がん罹
患 者 数 推 計 地 域 が ん 登 録 全 国 協 議 会
第19回学術集会抄録集2010年10月30頁





51.林	 剣煌,大 野ゆ う子,喜 久元香,清 水佐知子,
尾島裕子,東 村昌代 看護師行動量 ・行動パタンと
看 護 業 務 の 関 連 に 関 す る検 討 第30回 医 療
情報学連合大会論文集2010年11月305頁
52.三	井 昌美,井 上 智 子 在 宅酸 素療 法 利用 者 の















57.桝	谷里紗,早 川和生,西 盥,大 井慎太郎,




58.浜	 秀聡,早 川和 生,酉 』遜 壬,桝 谷 里紗,
大井慎太郎,ABO式 血液型と性格 に関する研究,
日本公衆衛生雑誌,57(10),2010
59.藤	田晴子,白 井文恵,丸 山美知子,PEG栄 養管内に
付着 した黄色ブ ドウ球菌の水道水による洗浄効果の
検討,日 本公衆衛生雑誌57(10):451,2010
60.岡	田実穂,麦 谷綾子,中 谷 智広,石 塚健 太郎,
林 知里,西 原D,早 川和生,双 子幼児とその親の
遊び場面における発話の音声 ・言語学的検討,日 本双
生児研究学会第24回 学術講演会抄録集,13,2010
61.大	野智代,佐 伯志穂 富沢理恵,西 原玲壬,早 川和生,
高齢双生児 を対象 と したIAD廴 低 下に関与 する
ライフスタイル要因の研究,日 本双生児研究学会
第24回 学術講演会抄録集,11,2010
62.田	名部佳子,葉 山有 香,根 来佐 由美,井 上 智子
成人 のス キ ンケ ア に弱酸 性 水 を用 いた場 合 の
皮膚角質水分量 ・pHへ の影響 日本公衆衛生雑誌
2010年10月57巻10号540頁
63.根	来佐 由美,田 名部佳 子,葉 山有香,井 上智子
水 中運動指導者のスキ ンケアに弱酸性水を用 いた




場合の皮膚角質水分量 ・皮膚pHへ の影響 日本公衆
衛生雑誌2010年10月57巻10号541頁
3.	 研 究報 告
1.	 岡 村仁 美,井 上 智子,葉 山有 香 入院 中 に必要 な
高齢者へのス トーマ ケア と情報提供 第40回 日本看
護学会論文集成人看護 皿2010年2月338-340頁
2.	 萩 原 聡 子,葉 山 有 香,井 上 智 子 イ ン ス1丿 ン
自己注射 を行 う患者 の在 宅療養 を支援 する効果的な
指 導方 法 第40回 日本 看護 学会 論文 集地域 看護
2010年4月213-215頁
3.	 西r,==,,;,乾 富士男,富 澤理恵,早 川和生,高 年齢
一卵性双生 児にお ける生活機能ペ ア内差異 の解 明～
一 卵 性 双 生 児 と二 卵 性 双 生 児 との 比 較 か ら～ ,
第55回 千代 田健 康 開発事 業 団 医学 研究報 告集
2010年,59-67
4.	 大 学 ・研究 所等 の報 告 な し
5.	 解 説 ・総説
1.	 大 野ゆ う子,清 水佐 知 子,堀 芽 久美,岩 佐真 也,
薄雄 斗 わが国にお けるがんの有病者数 について:
その読み 方 と生存率 ・がん登録 との関係 腫瘍 内科
2010年5巻100-106頁
2.	 三上 洋DATAAnalysis(血 圧変化 と偶発的な認知
症 の発症 との関連:32年 にわ たる前 向き研究;降
圧薬療法 抵抗性高血圧患者 における圧 受容体慢性刺
激 が自律 神経性心血 管系制御 に与 える影響;前 高血
圧 か ら高 血圧への進展の心血管系 および代謝 系の予
測 因子‐TheStrongHeartStudy;日本在住 日本 人
とハ ワイ在住 日系米 国人 における血 中 レプチン値 と
血圧 との 関連 臨床 高血圧16(1):48-55,2010
3.	 請 水佐 知 子,大 野 ゆ う子,岩 佐真 也,冨 澤 理恵,
尾 島裕 子,林 剣 煌,坂 田奈 津 美,大 西 喜 一 郎
タ イ ムス タ デ ィ に よ る看 護 業 務 の 観 測 と構造 化
看護研究2010年43巻7号551-557頁
4.	 心 光世津 子,伊 藤美樹子,山 川みや え,福 録恵子,




1.	三上 洋 医学 系研究 科教授 リレーエ ッセイ 「新 しい
禁煙補助薬へ の期待」 大阪大学 医学系研究科 ・医学


















2.	 専門著書 な し
1	 早川和生責任編者 「予防看護学」in和 田 攻、
南 裕子、小峰光博総編集 「看護大事典、第2版 」,
2886,医 学書院,2010年3月
2.	 早川和生,「 クエスチ ョンバ ンク保健師国家試験
問題解説2010」、メディクメディア、2010年5月
3.	 健康被害を生きる 薬害H[Vサ バイバーとその家族
の20年,井 上洋士、伊藤美樹子,山 崎喜比古 編
著,頸 草書房,2010.12
4.	 発達障害の子 どもの理解と関わり方入門 広汎性発
達 障 害 ・ADHDの 幼 児 期 か ら学童 期 の 支 援,
永井利三郎,監 修,荒 木田美香子,伊 藤美樹子,
奥 野裕 子,酒 井佐 枝 子,藤 原 千惠子,編,
大阪大学出版会,2010.9
5.	 白井文恵 地域看護学1～II星 旦二編2011年
新 出 題 基 準 別 保 健 師 国 家 試 験 予 想 問 題 集
メディ力出版,2010
6.	 白井文恵 地域看護学1～1星 旦二編2011年 出
題基準別保健師国家試験問題 メディカ出版,2010






2.	 国内学会 なし 
学 会	 一 般 演 題















































































































































1.大 井慎太郎,大 野ゆう子,清 水佐知子,井 上泰子,
尾島裕子,岡 田志麻,牧 川方昭,森 本明子,大 西喜一




2.笠 原聡 子,大 野ゆ う子,石 井豊恵,沼 崎穂高,
清水佐知子 看護業務における中断発生と経験年数
と の 関 係 第69回 日 本 公 衆 衛 生 学 会 総 会
2010年10月,東 京
3.大 野ゆ う子,王 媛媛 薄 雄斗 凝 りの定量化に
関する研究 電気学会 医用 ・生体医工学研究会
2010年9月,札 幌
4.和 泉京子,阿 曽洋子 向老期世代の身体心理社会的
状況別 にみた保健福祉サー ビスの利用 と希望 に
関 す る研 究 第69回 日本 公 衆 衛生 学 会総 会
2010年10月,東 京
5.和 泉京子,阿 曽洋子 向老期世代の身体心理社会的
状況別にみた老いの認識および老いへの備え 第30
回日本看護科学学会学術集会2010年12月,札 幌
6.手 塚理香子,丸 山美知子,永 穂智子 母親の育児
サポー トとサポー ト源の関係構造に関する研究,
第69回 日本公衆衛生学会学術集会,2010
7.原 田咲,丸 山美知子 住民組織活動における住民
リーダーのコミュニティエンパワーメン トに関する













11.山	田憲 嗣,薄 雄 斗,武 田真季,喜 久 元香,
長倉俊明,石 原謙,大 野ゆう子 薄膜シリコーンを
利用 した触覚内視鏡開発の基礎検討 生体医工学
シンポジウム2010電 気学会 医用 ・生体工学研究会
2010年9月,札 幌
12.杉 浦圭子,伊 藤美樹子,九 津見雅美,菱 田知代,
磯野安理沙,三 上 洋 居宅介護保険サービス利用者
のうつ症状の続柄別の検討 第52回 日本老年医学会
総会,2010年6月,神 戸市
13.清	水佐知子,大 野ゆ う子UMLを 用いた看護業務の
分析と業務改善 第30回 医療情報学連合大会2010年
11月,静 岡
14.清	水佐知子,大 野ゆ う子,中 村昌平,金 谷一朗,
川崎和男,冨 澤理恵,尾 島裕 子,坂 田奈津美,
石井豊恵,山 田憲嗣 オ ブジェク ト指向に基づ く
患 者 移 送 関 連 看 護 業 務 モ デ リ ン グ の 試 み
第30回 医療情報学連合大会2010年11月,浜 松
15.清 水佐知子,大 野ゆう子,尾 島裕子,坂 田奈津美,
森本明子,中 村昌平,金 谷一朗,山 田憲嗣,岡 田志麻,
牧 川 方昭,石 井 豊 恵,笠 原聡 子,平 河 勝 美,
田中あつ子,本 杉ふ じえ,岡 田千鶴 オ ブジェク ト
指向業務モデリングによる患者移送関連看護業務の
検 討ITヘ ルス ケ ア学 会第 四回年 次学 術 大会
2010年5月,東 京
16.中 土居智子,田 中寿江,萩 原 さがみ,姉 崎久敬,
伊部亜希,井 上智子,阿 曽洋子 看護師の血管アセス
メン トに基づ いた カテーテル固定具使用の評価
第41回 日本看護学会一看護総合一2010年7月,山 ロ
17.佐	藤 浩美,北 野 あい子,姉 崎 久敬,伊 部亜希,
井上智子,阿 曽洋子 血管アセスメン トに基づく末梢
静脈カテーテル留置の評価 第41回 日本看護学会一
看護管理一2010年10月,新 潟
18.藤	田晴子,白 井文恵,丸 山美知子,PEG栄 養管内に付
着 した黄色ブ ドウ球菌の水道水による洗浄効果の検
討,第69回 日本公衆衛生学会学術集会,2010




20.葉	山有香,田 名部佳子,根 来佐 由美,井 上智子
水中運動指導者のスキンケアに関連する皮膚角層水
分量 ・pHの 実態 第69回 日本公衆衛生学会総会
2010年10月,東 京
21.根	来佐由美,葉 山有香,井 上智子 女性地域高齢者の
皮膚 乾燥 予 防ケ ア と健康 関 連QOLと の 関連
日本看護研究学会第23回 近畿 ・北陸地方会学術集会
2010年3月,京 都
22.高	亜罕,大 野ゆう子,林 良彦 対話中の共感状態
とその音 声 的特徴 の分析 電子 情 報通 信 学会
ヒュ ー マ ン コ ミ ュニ ケ ー シ ョ ン基 礎 研 究 会
2010年3月,静 岡
23.高 亜罕,大 野ゆ う子,林 良彦 対話における
共 感 状態 の 分析 創 立50周 年記 念(第72回)
全国大会情報処理学会2010年3月,東 京
24.高	亜罕,大 野ゆう子,林 良彦 対話における共感
状態 の音声情報か らの推定 電子情報通信 学会
ヒュ ー マ ン コ ミュ ニ ケ ー シ ョ ン基 礎 研 究 会
2010年8月,浜 松
25.田	中範 佳,大 野ゆ う子,山 田憲 嗣,岩 佐 真 也
手術台の縦転・横転が及ぼす体圧の変化 生体医工学
シンポジウム20102010年9月,札 幌
26.高	亜罕,大 野ゆう子,林 良彦 自由対話における
発話の共感状態の音声分析FIT2010第9回 情報科学
技術フォーラム2010年9月,福 岡
27.森	本明子,大 野ゆ う子,辰 巳友佳子,堀 芽久美,
歌田真依,武 田真季,薄 雄斗,喜 久元香,尾 島裕子,
坂 田奈 津美,田 中範佳,山 田憲 嗣,清 水佐 知子
急性期病棟の状態把握における看護師の観察情報処
理 系の検討 第25回 生体生理 工学 シンポ ジウム
2010年9月,岡 山








30.本	多容子,阿 曽洋子,伊 部亜希,田 丸朋子,片 山恵,
假谷ゆか り,荒 岡広子 ケアハ ウス入居高齢者に
対 する足浴が歩行周 期に与 える影響 第18回
看護 人間工学部会研究会2010年8月,福 岡
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32.武	田真 季,山 田憲 嗣,喜 久元 香,薄 雄 斗,
清水佐知子,八 木哲也,長 倉俊 明,石 原 謙,
大野ゆ う子 医看工融合 におけるベ ッ ドか らの
転倒転落動作に関する研究 第25回 生体生理工学
シンポジウム2010年9月,岡 山
33.武 田真 季,山 田憲 嗣,喜 久 元香,薄 雄 斗,
清水佐知子,八 木哲也,長 倉俊 明,石 原 謙,
大野ゆ う子 転倒転落の事前検知システムの開発
(1)病 棟ベッ ド環境 生体医工学シンポジウ厶2010
2010年9月,札 幌
34.仲 下 祐美子,山 野 賢子,西 村節子,清 水 悠路,
前 田健 次,井 戸正 利,岡 田 武夫,木 山 昌 彦,
北 村 明 彦,中 村 正 和,石 川 善 紀,三 上 洋
喫煙、飲酒がメタボ リックシンドロームに及ぼす影響
の検討 第44回 日本成人病(生 活習慣病)学 会
2010年 書月,東 京都1
35.森	田理江,荒 木田美香子,佐 藤 潤,山 下瑠璃子,
青柳美樹,伊 藤範子,中 元健吾,鈴 木志津 江,
浜辺郁子,巽 あさみ メタボリックシン ドロームを
対象 とした継続的な保健指導 における効果の検討
第83回 産業衛生学会2010年5月,福 井市
36.秋	山明子,英 裕雄,三 上 洋 東京都在宅療養支
援 診 療所 の活 動 状況 と死亡場 所 に 関す る検 討
第21回 日本在宅医療学会学術集会2010年6月,
東京都
37.秋	山明子,英 裕雄,三 上 洋 独 居高齢者の
在 宅医療 を支援す る在 宅医療体制 に関す る検討
第52回 日本老年医学会総会,2010年6月,神 戸市
38.磯	野安理沙,菱 田知代,杉 浦圭子,九 津見雅美,
伊 藤 美 樹 子,三 上 洋 ケ ア マ ネ ジ ャ ー の
関わ りや支援に対する居宅介護サー ビス利用者の評
価 と ケ ア プ ラ ン に 対 す る 満 足 度 と の 関 連
第52回 日本老年医学会総会,2010年6月,神 戸市
39.仲	下祐美子,仲 下祐美子,山 野賢子,八 木英子,
山崎 和 美,武 森 貞,米 田 晃子,高 橋 愛,








41.大	村佳代子,菱 田知代,藤 川祐未,伊 藤美樹子,
三上 洋,在 宅療養者の褥瘡有床率と関連する家族
介護者のケア要因,第69回 日本公衆衛生学会総会




43.藤 川祐未,大 村佳代子,菱 田知代,伊 藤美樹子,
2009年 芸能人の結核感染に見るメディア報道の特徴
一 人 権 侵 害 ・差 別 ・偏 見 の 観 点 か ら 一 ,
第69回 日本公衆衛生学会総会
44.菱	田知代,大 村佳代子,藤 川祐未,伊 藤美樹子,
三上 洋,地 域在住要 介護 高齢者の要介護度の
時系列変化と性差,第69回 日本公衆衛生学会総会
45.菱	田知代,大 村佳代子,藤 川祐未,伊 藤美樹子,
三上 洋 地域在住要 介護高齢者の要介護度の
時系列変化と性差 第69回 日本公衆衛生学会総会
2010年10月,東 京都
46.秋	山明子,英 裕雄,三 上 洋 在宅死に影響する
要因に関す る検討一在宅療養支援診療所を対象と
す る調査よ り一 第69回 日本公衆衛生学会総会
2010年10月,東 京都
47.菱	田知代,大 村佳代子,藤 川祐未,伊 藤美樹子,
三上 洋 在宅療養者の褥瘡有症率 と関連する家族
介護者のケア要因 第69回 日本公衆衛生学会総会
2010年10月,東 京都





49.坂	田奈津美,大 野ゆう子,清 水佐知子,横 内光子,
田墨惠子,水 木満佐 央 外来化学療法に おける
タイム プ ロセス ス タデ ィお よび それ に基 づ く
待 ち 時 間 シ ミュ レー シ ョ ン に 関 す る 研 究
生体医工学シンポジウム20102010年9月,札 幌
50.堀 芽久美,大 野ゆう子,清 水佐知子,早 田みどり,
陶山昭彦 マル コフモデル によるがん患者予後の
解 析一長 崎がん 登録 を用 いて一 地域 がん登 録
全国 協議会第19回 学術集会2010年10月,神 奈川
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53,坂 田奈津美,大 野ゆ う子,清 水佐知子,横 内光子,
岩佐真也,大 西喜 一郎,王 媛媛,山 田憲 嗣,




54.薄 雄斗,大 野ゆ う子,清 水佐知子,山 田憲嗣,
喜久元香,中 川里恵,松 村泰志 電子カルテ導入前後
の外来診察状況の変化に関する研究ITヘ ルスケア
学会第四回年次学術大会2010年5月,東 京
55.林 剣煌,大 野ゆ う子,喜 久元香,清 水佐知子,
尾島裕子,東 村昌代 看護師行動量 ・行動パターンと






のふ りかえ りの意義 第36回 日本看護研究学会学術
集会2010年8月,岡 山




師が行 っている看護実践の実態 第30回 日本看護
科学学会学術集会2010年12月,札 幌
60.三	井昌美,井 上智子 支援者か らみた在宅酸素療法利
用者の療養生活 第30回 日本看護科学学会学術集会
2010年12月,札 幌
61.藤	田晴子,白 井文恵,丸 山美知子PEG栄 養管内に付
着 した黄色 ブ ドウ球菌の水道水 による洗浄効果の
検討 第69回 日本公衆衛生学会総会2010年10月,
東京
62.田	名部佳子,葉 山有 香,根 来佐由美,井 上智子
成人のスキ ンケアに弱酸性水 を用 いた場合の皮膚
角質水分量 ・pHへの影響 第69回 日本公衆衛生学会
総会2010年10月,東 京
63.根	来佐 由美,田 名部佳子,葉 山有香,井 上智子
水中運動指導者のスキンケアに弱酸性水を用いた
場合の皮膚角質水分量 ・皮膚pHへ の影響 第69回
日本公衆衛生学会総会2010年10月,東 京 
V 講演会
1. 大野 ゆ う子 第49回
デ ィスカッシ ョン 「医
ヘ ルスケア における医
2010年6月,大阪
z. 大 野 ゆ う子 第15回
日本生体 医工学会パ ネル
・看 ・工連携セ ッシ ョン
・看 ・工連携の重要性」
神 戸 医療経 営学 研 究会
「病院タイムスタディによる 「最適」な働 き方の
探 し方」2010年8月,神 戸
3.	 大 野 ゆ う子 第69回 日本 癌 学 会 学 術 総 会
モー ニング レクチャー 「がん生存解析:最 近の
諸手法の紹介」2010年8月,大 阪
4.	 大野 ゆ う子 広 島県看 護協会 認 定看護 管理 者
教育課程サー ドレベル 「ヘルスケアの経営,質 管理 ・
経済性」2010年10月,広 島
5.	 大 野 ゆ う子 第10回 せ と うち ホ ス ピ タ ル








8.	 丸 山 美 智 子,私 の 保 健 師 と しての 実 践 活 動





1.	 早川和生,九 州朝日放送 「ドー モ:気 になるTV
～ふたこ編～」,2010年3月9日





1.	 大野ゆ う子,山 田憲嗣 「こんにちは研究室:





1.	大野ゆ う子 ロボテ ィクス&デ ザ イン看工融合
(パナソニック)講 座主催 パナソニックオープン
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ラボラ トリー セ ミナー2010年4月,大 阪大学
2.大 野 ゆ う子 ロボ テ ィ ク ス&デ ザ イ ン看 工 融 合
(パ ナ ソニ ック)講 座主催 病院 ロボ ッ トデモス ト
レー シ ョン2010年7月,大 阪大学
3.研	 究 会 な し
4.講	 習 会 な し
5.そ	 の他 な し
圃	 受賞
1.歌	 田真依,大 野ゆう子,清 水佐知子,早 田みどり,
陶山昭彦 長崎県がん登録に基づく2種 類のIM比 に
関する検討 地域がん登録全国協議会第19回 学術
集会ポスター賞
1X特	 許 な し
X共	 同研 究
1.国	内公 的機 関
1.大	 野 ゆ う 子(研 究 代 表 者)地 域 お よ び 院 内
が ん 登録 に お ける進 行 度不 明 等 報告 例 に関 す る
研 究 統 計 数 理 研 究 所 共 同 研 究
2010年4月 ～2011年3月
2.国	 内民 間研 究機 関
1.阿	 曽洋 子,伊 部亜希 「局所皮膚疾患発生予測診断
シ ス テム の 実 用 化研 究 開発 」 ア ソー ト株 式 会 社
2010年3月 ～2011年2月
2.井	 上 智子,田 名部佳子,葉 山有香 「電解酸性水散
布 による肌保水性 向上 に関する研究」 パナ ソニ ッ
ク電工株式会社zoo年4月 ～2011年3月
3.国	 外公 的機 関 な し
4.国	 外民 間研 究機 関











1.	 大野ゆう子(研 究代表者)社 会医療サプライチェー
ン駆力としての大学病院運営評価:業 務実態調査を
基盤として 平成21年 ～23年 度 平成22年 度科学
研究費補助金(基 盤B)研 究分担者 清水佐知子
2.	 石川睦弓(研 究代表者)地 域におけるがん患者等 
社 会 的 支 援 の 効 果 的 な 実 施 に 関 す る 研 究
平成22年 ～24年 度,.成22年 度厚生労働科学
研究費補助金 研究分担者 大野ゆう子
3.	 山内直人(研究代表者)ソ ーシャル ・キャピタルの
統 計解析 と公共政策に関するフロンテ ィア研究
平 成22年 度 科 学 研 究 費 補 助 金(基 盤A)
研究分担者 大野ゆう子
4.	 横内光子(研 究代表者)看 護業務スケジュー リング
モデルの開発 平成22年 度科 学研究費補助金
(基盤C)研 究分担者 大野ゆう子
5.	 阿曽洋子(研 究代表者)腰 痛発症 リスク予見の
ための移動援助動作評価 ツールの開発 と実用化の
検証 平成22年 ～24年 度 文部科学省科学研究費
噬 盤研究C)
6.	 和泉京子(研 究代表者)健 康格差をふまえた国民
健康保険加入者の壮年期か ら高齢期の継続的な支援
方略の開発 平成22年 ～24年 度 文部科学省科学
研究費(基 盤研究C)研 究分担者 阿曽洋子
7.	 三上 洋(研 究代表者)高 齢者の在宅療養を支え
る在宅医療体制の構築に関する研究 文部科学省科
学研究費補助金(基 盤研究(C))
8.	 早川和生(研 究代表者),高 齢一卵性双生児1,220組
の老化遺伝子発現差からみた健康寿命決定分子機構
の解明,(基 盤研究(B))
9.	 早川和生(研 究代表者),乳 幼児期における双子言葉
(宇宙語現象)の 発生予防とファミリーケアの研究
(挑戦的萌芽研究)
10.	 秋山昌範(研 究代表者)医 療情報システ厶による
新 しい管理 会計 と医療 の最 適化 に関 す る研究
平成22年^-24年 度 平成22年 度厚生労働科学研究
費 補 助 金 政 策 科 学 推 進 研 究 事 業
谺究分担者 清水佐知子
11.	 秋山昌範(研 究代表者)情 報の構造化による医療
事故 ・ヒヤ リハ ッ ト情報の利活用 に関す る研究
平成22年 ～24年 度 平成22年 度厚生労働科学研究
費 補 助 金 政 策 科 学 推 進 研 究 事 業
研究分担者 清水佐知子
12.	 大島伸一(研 究代表者)高 齢社会の医療提供体制に
お け る 必 要 医 師 数 の 推 計 に 関 す る 研 究
平成21年^'22年 度 平成22年 度厚生労働科学研究
費 補 助 金 地 域 医 療 基 盤 開 発 推 進 研 究 事 業
研究分担者 清水佐知子
13.	 伊部亜希(研 究代表者)温 度伝導率に基づく褥瘡
発生予測 ツー ルの開 発 平成22年 ～23年 度
文部科学省科学研究費(若 手B)
3.	受託研究費





























































14。 早 川和 生
阿 曽洋子,伊 部亜希 簡易 な褥瘡発生予測診断
システムの実用化研究開発 重点地域研究開発推進
プログラム(地 域ニーズ即応型)平 成21年2月1
日～平成23年3月31日 参画機関 アソー ト株式
会社,和 歌山大学,兵 庫県立福祉のまちづくり工学
研究所 プロジェク トコーディネーター 熱田稔雄











早川和生(研 究代表者),高 齢双生児 レジス トリーに


















































































1.	 大野ゆう子 特定非営利活動法人SCCRE臨 床研究・教
育支援センター医療評価 ・方法論研究会代表世話人





6. 井上智子NPO法 人グラウン ドワー ク西神楽
地域の環境と景観を考える専門委員会 指導者











1.	 中村幸枝,葉 山有香,大 石ふみ子 肺がんが疑われ
てから診断が確定するまでの肺がん患者の心理 プロ
セス 日本看護研究学会雑誌33(3)2010年7月 
2.	 大井史佳,大 西和子,大 石ふみ子 終末期がん患者
へ家族が行うタッピングタッチの効果 日本がん看
護学会誌24巻Suppl.2010年1月166頁
3.	 研究報告 な し
4.	 大学 ・研究所等の報告







野ゆ う子,平成19年 度～21年 度総合研究報告書2010
年571-574頁
5.	 癬説 ・総説
1.	 大西和子,辻 川真 弓,吉 田和枝,後 藤姉奈,町 本
実保,大 石ふみ子,山 田章子 看護技術としての補
完療法活用 三重看護学誌12巻Page1-6(2010.03)
2.	 茅根義和,宮 下光令,市 原香織,中 島信久 看取 り
のク リニカルパス 凵verpoolCarePathway(LCP)
日本語 版の 開発 経過 とパ イ ロッ ト試 用の結 果
死の臨床2010年33巻2号272頁
s.	 その他
1.	葉山有香,大 石ふみ子 がん患者会が連携 し自ら





1.一 般著書 な し 
2.	 専門著 書 な し
3.	 教科書
1.	大石ふみ 子 がん患 者の家族看護 監修川野雅 資,




皿	 招聘講演 ・シンポ ジウム等
1.	 国際学会 な し
2.	 国内学会
1.	 大石ふみ子 日本家族看護学会第17回 学術集会
家族看護学会テーマセッション 「がん看護における
家族看護」2010年9月,名 古屋
2.	 市原香織 イブニングセ ミナー リバプールケア ・
パスウェイー日本語版の活用と普及をめざして 第
15回 日本緩和医療学会学術大会2009年6月,東 京
3.	 市原香織 ワークショップ 看取 りのケアにおける
クリティカルパスーLCP(看 取 りのパス):リ バプー
ル ・ケア ・パスウェイ)日 本語版の使用方法 第34
回死の臨床研究会2010年10月,岩 手
学会 一般 演題
1.	 国際 学会 な し
2.	 国 内学会
1.	 杉 田智子,伊 藤友 美,田 村恵 子,市 原 香織,前 滝
栄子 ス ピリチ ュアルケ アカンファ レンスシー トを
活用 したカ ンファ レンスの検 討 第34回 死の臨床研
究会2010年10月,岩 手(348頁)
2.	 茅根義和,宮 下光令,市 原香織,中 島信 久 看取 り
のク リニカルパ ス:LiverpoolCarePathway(LCP)日




1.大	 石ふみ子 葉山有香 がんを生きる75専 門看護
師への道く下〉 毎 日新聞2010年7月2日





1璽	 大石ふみ子 葉山有香 第3回 セミナークライエン
トに学ぶ 茨木セン トラルホテル2010年7月4日
2.	 大石ふみ子 葉山有香 第3回 はんだいがん看護
太文字=教 員 2重 線=博 士学生 下線=院 士学生 点線=学 部生
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フォー ラム 大阪府看護協会2010年11月13日 4.支 部長 な し
3.研 究会 な し	 5.委 員長、副委員長 な し
4.講 習会 な し	 6.委 員 な し
5.そ の他 な し	 7.そ の他 な し
呱	 受賞 なし
ロボティクス&デ ザイン看工融合
1X特 許 な し (パナソニツク)共 同研究講座
X共 同研究
1.国 内公的機関 な し 1論	文
2.国 内民間研究機関 な し	 1.学 術論 文
3.国 外公的機関 な し	 1.角 川幸治,山 田憲 嗣,前 田博史,高 柴正悟LAMP法
4.国 外民間研究機関 な し	 用 リアル タイ厶DNA検 出装置 の開発 電気学会C部
門2010年5月130-C巻5号807-812頁
 
研究費 2. 会 議 録
 
1.	 校費 な し 1. ArakiT,TatsumiH,SuzukiT,YamadaKApplication 
2.	 科学研究費補助金 一 なし ofLEDvisiblelightcommunicationsignalingforthe 
3.	 受託研究費 visuallyimpairedSystemsManandCybernetics(SMC) 
1.	 大石ふみ子(研 究代表者)外 来通院治療を受ける 20101EEEInternationalConference,2808-2813,2010 
が ん 患 者 に対 す る 外 来 診 察 室 を 中心 と した z. YamadaK,NagakuraT,IshiharaK,OhnoY,IshiiA, 
支援システムの検討 財団法人政策医療振興財団 ShimizuS,ArakiT,TakahashiR,TakahashiH, 
研究協力者 葉山有香 ShimizuEDevelopmentofnewtypeincontinence 
2.	 葉山有香(研 究代表者)前 立腺がん患者の放射線照 sensorusingRFIDtagProceedingofSystemsManand 
射方法の違 いによる自尊感情とQOLの 差異 財団 Cybernetics(SMC)20101EEEInternationalConference, 
法人安田記念医学財団 研究協力者 大石ふみ子, 2695-2700,2010 
長谷川多恵 3. YamadaK,SusukiY,NagakuraT,IshiharaK, 
3.	 伊藤健一(研 究代表者)簡 易携帯型呼吸運動支援装 OhnoYDesignandimageprocessingfortactile 
置の開発 と臨床効果 財団法人フランスベ ッド・ endoscopesystemProceedingsofSPIE,Opticsand 
メディカルホー厶ケア研究 ・助成財団 研究分担者 PhotonicsforInformationProcessingIV. 
葉山有香	 7797:779702-779702-6,2010 





研究協力者 大石ふみ子 葉山有香 impedancemethodWACCD-RomProceedings
 
4.	 奨学寄付金 IFMIP,504,2010
1.	 市原香織(研 究代表者)日 本語版LiverpoolCare5. SusukiY,Ya皿adaK,ShimizuS,OhnoY, 
Pathwayの 実施による見取 りのケアの検討 大阪対 NagakuraT,IshiharaKDevelopmentofnewtypetactile
 




5.	 大学改革推進等補助金 なし 6. ShimizuS,OhnoY,NodaH,NakamuraS,KanayaI, 
YamadaK,IshiiA,KasaharaS,HirakawaK, 
】皿	 学会 ・職能団体等の役員活動 NakagawaR,MatsumuraYTheimpactofelectronic 
1.会 長 ・理事長 なし	 medicalrecordsontheworkprocessofoutpatient 
2.理 事、幹事 な し	 care:Extractinguse-casesofpaper-basedmedicalrecords 
3.評 議員 な し	 usingatimeprocessstudyE-HealthIFIPAdvancesmin














8.	 山 田 憲 嗣,薄 雄 斗,武 田 真 季,喜 久 元 香,長 倉 俊 明,
石原 謙,大 野ゆ う子 薄膜 シ リコー ンを利用 した
触覚 内視鏡 開発の基礎検討 生体 医工 学 シンポ ジウ
ム2010電 気 学 会 医 用 ・生 体 医 工 学 研 究 資料
2010年9月11-12頁
9.久	 森 康平,阿 部武志,秋 山庸子,三 島史人,西 嶋茂宏,
前川 義量,山 田憲嗣 多周 波数イ ン ピーダ ンス法 を
用 いた体 内 組成 の測 定 生 体 医工 学 シ ンポ ジ ウム
2010講 演予稿集(CDROM)2010年9月




第49回 日本生 体医工学会大会 プログラム抄録集 日本
生 体 医 工 学 会 誌 生 体 医 工 学 第48巻 特 別 号
2010年6月65頁
11.大	井 慎太郎,大 野ゆ う子,清 水佐 知子,井 上泰子,
尾 島 裕 子,岡 田 志 麻,牧 川 方 昭,森 本 明 子,
大西 喜一郎,山 田憲嗣,田 中あつ子,本 杉ふ じえ,
岡田千鶴 急 性期循環器病専 門治療施 設の患者移送
お よ び エ レ ベ ー タ 待 ち 時 間 に 関 す る 研 究
ITヘ ル ス ケ ア 学 会 第 四 回 年 次 学 術 大 会5巻1号
2010年5月100-103頁
12.清	水 佐知子,大 野ゆ う子,尾 島裕 子,坂 田奈津美,
森本 明子,中 村 昌平,金 谷一朗,'山 田憲嗣,岡 田志麻,
牧 川 方 昭,石 井 豊 恵,笠 原 聡 子,平 河 勝 美,
田中 あつ子,本 杉ふ じえ,岡 田千鶴 オ ブジェク ト
指 向業務モ デ リング による患 者移送 関連 看護業務の
検討ITヘ ルスケア学会第 四回年次学術 大会5巻1号
2010年5月94-95頁
13.清	水 佐知 子,大 野 ゆ う子,中 村 昌平,金 谷一 朗,
川 崎 和 男,冨 澤 理 恵,尾 島裕 子,坂 田奈 津 美,
石井豊恵,山 田憲嗣 オ ブジ ェク ト指向に基づ く患者
移送 関連看護 業務モデ リングの試み 第30回 医療情
報学連合大会論文集(CDR)2010年11月
14.田 中 範 佳,大 野 ゆ う 子,山 田 憲 嗣,岩 佐 真 也
手術 台の縦転 ・横転 が及 ぼす体圧の変化 生体 医工学
シンポジウム2010講 演予稿集(CDROM)2010年9月
15.武 田 真 季,山 田 憲 嗣,喜 久 元 香,薄 雄 斗,
清 水 佐 知 子,八 木 哲 也,長 倉 俊 明,石 原 謙,
大野 ゆ う子 転 倒転 落 の事前 検 知 シス テム の 開発
大阪大学看護学雑誌Vo1.17No.1(2011) 
(1)病 棟ベ ッ ド環境 生体医工学 シンポジウム2010
講演予稿集(CDROM)2010年9月
16.森	本 明子,大 野 ゆ う子,辰 巳友佳 子,堀 芽 久美,
歌田真依,武 田真季,薄 雄斗,喜 久元香,尾 島裕子, 
坂田奈津美,田 中範佳,山 田憲 嗣,清 水佐知子
急性期病棟の状態把握における看護師の観察情報処
理系の検討 第25回 生体生理工学 シンポ ジウム
論文集2010年9月257-258頁
17.	 武 田真 季,山 田憲 嗣,喜 久元 香,薄 雄 斗,
清 水佐知子,八 木 哲也,長 倉俊 明,石 原 謙,
大野ゆ う子 医看 工融合におけるベ ッ ドか らの
転倒転落動作に関する研究 第25回 生体生理工学
シンポジウム論文集2010年9月259-260頁
18.	 坂田奈津美,大 野ゆう子,清 水佐知子,横 内光子,
岩佐真也,大 西喜一郎,王 媛 媛,山 田憲嗣,




19.	 薄 雄斗,大 野ゆう子,清 水佐知子,山 田憲嗣,
喜久元香,中 川里恵,松 村泰志 電子力ルテ導入前後
の外来診察状況の変化に関する研究ITヘ ルスケア
学会第四回年次学術大会5巻1号2010年5月44-47頁
3.	 研究報告 な し
4.	 大学 ・研究所等の報告 な し

















3.	教 科 書 な し
皿	 招聘講演 ・シンポジウム等
1.	 国際学会 な し
2.	 国内学会
1.	 香 川景 一 郎,田 中映治,山 田憲 嗣,谷 田 純
招聘講演3次 元カメラとしての小型薄型複眼力メラ
TOMBOの 可 能性 と展 開 情報 セ ンシ ング研究 会
立体映像技術一般2010年10月,東 京
2.	山田憲嗣 ランチ ョンセ ミナー 看護の客観化 を
考える一 医 ・看 ・工融合による新たな臨床看護技術
太文字=教 員 2重 線=博 士学生 下線=院 士学生 点線=学 部生
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大阪大学看護学雑誌VbL17No.1(2011)
一 第39回日本医療福祉設備学会2010年11月,東 京 MaekawaY,YamadaK,NishijimaSStudyon 
3.長 倉俊明,山 田憲嗣,大野ゆ う子,生 田幸士,石原 謙 measurementofwatercontentinhumanbodyby 
モーニ ングセ ッション 「学生 と若手 研究者 のための impedancemethodWorldAutomationCongress,2010, 
本学会の聞 き所解説 一 自由質疑 と研究指導 ・特許相 September,Kobe 
談 を含 む 一」ThePatentForTheBio-Medical5. ShimizuS,OhnoY,NodaH,NakamuraS,KanayaI, 
EngineeringStudy第49回日本 生体 医工学 会大 会 YamadaK,IshiiA,KasaharaS,HirakawaK, 
2010年6月,大阪 NakagawaR,MatsumuraYTheimpactofelectronic 
4.長 倉俊明,山 田憲嗣,大野ゆ う子,生 田幸 士,石原 謙 medicalrecordsontheworkprocessofoutpatient 
パネル デ ィス カ ッシ ョン 「医工 連携が 目指 すもの care:Extractinguse-casesofpaper-basedmedicalrecords 
一同床異 夢?一 」TheeffectprovidedbythestudyusingatimeprocessstudyE-HealthIFIPAdvancesmin 
onEngineeringBasedMedicine第49回日本 生 体 InfonnationandCommunicationTechnology,2010, 
医工 学会 大会2010年6月,大 阪 September,Australia 
5.長 倉俊 明,山 田憲嗣,大 野ゆ う子,生 田幸 士,石原 謙 6. ShimizuS,OhnoY,NodaH,NakamuraS,KanayaI, 
シンポジウム 「バイオメデ ィカル デザイ ン戦略によ YamadaK,IshiiA,KasaharaS,HirakawaK, 
る未 来 医療 」ThePotentialityOfTheMedical NakagawaR,MatsumuraYTheimpactofelectronic 
EngineeringDevelopmentDeviceWithTheDesignmed calrecordsontheworkprocessofoutpatient 
第49回日本生体 医工学会大会2010年6月,大 阪 care:Extractinguse-casesofpaper-basedmedicalrecords 
6.山 田憲嗣 オー ガナ イザ ー 「内視 鏡消毒 ・内視鏡 usingatimeprocessstudyIFIPAdvancesinInformation 
検 査 の 現 状 」 第49回 日 本 生 体 医 工 学 会 大 会 andCommunicationTechnology,2010,September, 
2010年6月,大阪 Australia
7.大 野 ゆ う子,山 田憲 嗣 パネ ル デ ィス カ ッシ ョン 7. 工akedaM,YamadaK,ShinuzuS,OhnoY, 
座長 ・オー ガナ イザー 「医 ・看 ・工連携セ ッション NagakuraT,IshiharaKMotionanalysisonthebed
ヘ ル ス ケ ア に お け る 医 ・看 ・工 連 携 の重 要 性 」 using血telligentvisionsensorSCIS&ISIS2010,2010, 
ImportanceofMedicalengineeringandNursingDecember,Okayama 
engineering第49回日 本 生 体 医 工 学 会 大 会 8. SusukiY,YamadaK,ShimizuS,OhnoY, 
2010年6月,大阪 NagakuraT,IshiharaKDevelopmentofnewtypetactile 
endoscopewithsiliconerubbermembraneWorld 
学 会 一 般 演 題 AutomationCongress,2010,September,Kobe
1. 国 際 学 会 2. 国 内 学 会
1. ArakiT,TatsumiH,SuzukiT,YamadaKApplication 1. 山 田 憲 嗣,薄 雄 斗,武 田 真 季,喜 久 元 香,長 倉 俊 明,
ofLEDvisiblelightcommunicationsignalingforthe 石 原 謙,大 野 ゆ う 子 薄 膜 シ リ コ ー ン を 利 用 し た
visuallyimpairedSystemsManandCybernetics(SMC) 触 覚 内 視 鏡 開 発 の 基 礎 検 討 生 体 医 工 学 シ ン ポ ジ ウ
20101EEEInternationalConference,2010,0ctober, 厶2010電 気 学 会 医 用 ・ 生 体 工 学 研 究 会
Turkey 2010年9月,北 海 道
2. YamadaK,NagakuraT,IshiharaK,OhnoY,IshiiA, 2. 香 川 景 一 郎,田 中 映 治,山 田 憲 嗣,谷 田 純
ShimizuS,ArakiT,TakahashiR,TakahashiH, 内 視 鏡 の 機 能 ・性 能 を 高 め る 複 眼 カ メ ラTOMBO生 体
ShimizuEDevelopmentofnewtypeincontinence 医 工 学 シ ン ポ ジ ウ ム2010電 気 学 会 医 用 ・生 体 工 学
sensorusingRFIDtagSystemsManandCybernetics 研 究 会2010年9月,北 海 道
(SMC)20101EEEInternationalConference,2010, 3. 久 森 康 平,阿 部 武 志,秋 山 庸 子,三 島 史 人,西 嶋 茂 宏,
October,Turkey 前 川 義 量,山 田 憲 嗣 多 周 波 数 イ ン ピ ー ダ ン ス 法 を
3. YamadaK,SusukiY,NagakuraT,IshiharaK, 用 い た 体 内 組 成 の 測 定 生 体 医 工 学 シ ン ポ ジ ウ ム
Ohn●YDesignandimageprocessingfortactile 20102010年9月,北 海 道
endoscopesystemProceedingsofSPIE,Opticsand 4. 久 森 康 平,阿 部 武 志,秋 山 庸 子,三 島 史 人,前 川 義 量,
PhotonicsforInformationProcessingIV,2010,August, 山 田 憲 嗣,西 嶋 茂 宏StudyofMeasurementofWater 
SanDiego ContentinHumanBodybyImpedanceMethod
4. HisamoriK,AbeT,AkiyamaY,MishimaF, 第49回 日 本 生 体 医 工 学 会 大 会2010年6月,大 阪
太文字=教 員 2重 線=博 士学生 下線=院 士学生 点線=学 部生
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5.香 川 景 一 郎,田 中 映 治,山 田 憲 嗣,谷 田 純
波面 符号 化 を用 いた フォー カ ス フ リー3次 元 小 型
複 眼力メラTOMBO応 用物理学会2010年9月,長 崎
6.山 田 憲 嗣,香 川 景 一 郎,吉 田 成 人,谷 田 純,
長倉俊 明,石 原 謙,大 野ゆ う子 複 眼光学 系を利 用
した カ プ セ ル 型 内視 鏡 の 基 礎 的検 討Optics&
PhotonicsJapan20102010年11月,東京
7.西 村 隆宏,小 倉裕介,山 田憲嗣,山 本裕紹,谷 田 純
分子 セ ンサ機 能 を有 す る光 制 御型DNAナ ノ マ シ ン
Optics&PhotonicsJapan20102010年11月,東京
8.山 田憲嗣 複 眼内視鏡 と周辺技術 日本 生体医工 学
会 専 門 別 研究 会 第3回 次 世 代 内視 鏡 技 術 研究 会
2010年12月,広 島
9.瀬	 戸 山浩平,長 倉俊 明,丸 橋 学,高 田祐樹,牧 坂 光,
吉田成人,川 合真子,道 田知樹,平 尾素弘,高 橋 秀也,
山 田 憲 嗣,河 原 邦 光Thestudyofestimation 
outlinevectorformeasuringshapeofpolyp
第49回 日本生体 医工学会大会2010年6月,大 阪
10.長 倉俊 明,山 田憲嗣,大 野ゆ う子,生 田幸士,石 原 謙 
ThePatentForTheBio‐MedicalEngineeringStudy
第49回 日本生体医工学会大会2010年6月,大 阪
11.長	倉俊 明,山 田憲嗣,大 野ゆ う子,生 田幸士,石 原 謙 
TheeffectprovidedbythestudyonEngineering
BasedMedicine第49回日 本 生 体 医 工 学 会 大 会
2010年6月,大 阪




13.長 倉 俊 明,山 田 憲 嗣,大 野 ゆ う子,平 尾 素 弘,
吉 田成 人,生 田幸 士,石 原 謙TheManagement 
MethodOfEndoscopeAndTheEndoscopelaboratory
第49回 日本生体 医工学会大会2010年6月,大 阪
14.牧 坂 光,長 倉俊明,林 拓世,川 合真子,道 田知樹,




15.大	井慎太郎,大 野ゆ う子,清 水佐知子,井 上泰子,
尾 島 裕 子,岡 田 志 麻,牧 川 方 昭,森 本 明 子,
大西 喜一郎,山 田憲 嗣,田 中 あつ子,本 杉ふ じえ,
岡田千鶴 急性期循環 器病専門治療施設 の患者移
送 お よびエ レベー タ待ち時間 に関す る研究ITヘ ル
スケア 学会第 四回年次学術大会2010年5月,東 京




17.清 水佐知子,大 野ゆう子,尾 島裕子,坂 田奈津美,
森本明子,中 村昌平,金 谷一朗,山 田憲嗣,岡 田志麻
牧川 方昭,石 井 豊 恵,笠 原 聡 子,平 河 勝 美,
田中あつ子,本 杉ふ じえ,岡 田千鶴 オ ブジェク ト
指向業務モデ リングによる患者移送関連看護業務の
検 討ITヘ ルス ケ ア学 会第 四 回年 次学 術 大会
2010年5月,東 京
18.清	水佐知子,大 野ゆ う子,中 村昌平,金 谷一朗,
川崎和男,冨 澤理恵,尾 島裕 子,坂 田奈津美,
石井豊恵,山 田憲嗣 オブジェク ト指向に基づく患者
移送関連看護業務モデ リングの試み 第30回 医療
情報学連合大会2010年11月,静 岡
19.森	本明子,大 野ゆ う子,辰 巳友佳子,堀 芽久美,
歌田真依,武 田真季,薄 雄斗,喜 久元香,尾 島裕子,
坂 田奈津 美,田 中範佳,山 田憲嗣,清 水 佐知子
急性期病棟の状態把握における看護師の観察情報処
理 系の検討 第25回 生体生 理工学 シンポ ジウム
2010年9月,岡山
20.武田真 季,山 田 憲 嗣,喜 久 元香,薄 雄 斗,
清水佐知子,八 木哲 也,長 倉俊 明,石 原 謙,
大野ゆう子 医看工融合におけるベッ ドか らの転倒
転落動作に関する研究 第25回 生体生理工学シンポ
ジウム2010年9月,岡 山
21.田 中範 佳,大 野 ゆ う子,山 田憲 嗣,岩 佐真 也
手術台の縦転・横転が及ぼす体圧の変化 生体医工学
シンポジウム20102010年9月,北 海道
22.武 田真 季,山 田 憲 嗣,喜 久 元香,薄 雄 斗,
清水佐知子,八 木哲也,長 倉俊 明,石 原 謙,
大野ゆう子 転倒転落の事前検知システムの開発
(1)病 棟ベ ッ ド環境 生体医工学シ ンポジウム
2010zoo年9月,北 海道
23,坂 田奈津美,大 野ゆう子,清 水佐知子,横 内光子,
岩佐 真也,大 西喜一郎,王 媛媛,山 田憲嗣,




24.薄 雄斗,大 野ゆう子,清 水佐知子,山 田憲嗣,
喜久元香,中 川里恵,松 村泰志 電子力ルテ導入前後
の外来診察状況の変化に関する研究ITヘ ルスケア
学会第四回年次学術大会2010年5月,東 京
25,坂 田奈津美,大 野ゆう子,清 水佐知子,横 内光子,
田墨惠子,水 木満佐央 外 来化学療 法における
タイムプロセススタディおよびそれに基づ く待ち時
間シ ミュ レー シ ョンに関す る研究 生体 医工学










2.	 山田憲嗣 広島県画像処理活用研究会平成22年 度
第2回 研究会 「進化するカメラ技術」特別講演
「ア ン ビエ ン トを考慮 した イ ンテ リジ ェン ト
カメラ」2010年11月,広 島
3.	 山田憲嗣 関西情報通信融合イノベーシ ョン創出






1. 学会 な し
2. セ ミナー
1. ロボティクス&デ ザイン看工融合(パ ナソニック)
講座主催 パナソニックオープンラボラ トリー
セミナー2010年4月,大 阪大学
2. ロボティクス&デ ザイン看工融合(パ ナソニック)
講座主催 病院ロボッ トデモス トレーション
2010年7月,大阪大学
3. 研究会
1. 山田憲嗣 日本生体医工学会専門別研究会 第2回
次世代内視鏡技術研究会 「複眼光学系を利用 した
立体内視鏡」2010年11月青森
2. 山田憲嗣 日本生体医工学会専門別研究会 第3回
次世代内視鏡技術研究会 「複眼内視鏡と周辺技術」
2010年12月広島
4. 講習会 な し
5. その他 な し
田	 受賞
1.	 山 田 憲 嗣 「複 眼 光 学 系 を利 用 した 内視 鏡
システム」・第19回 日本コンピュータ外科学会Best
Poster賞2010年11月 博多
返	 特許 な し
X共 同研究
1.国 内公的機関 な し
2.国 内民間研究機関 な し
3.国 外公的機関 な し
4.国 外民間研究機関 な し
X[研 究費
1.校 費 な し
2.科 学研究費補助金
1.山	 田憲嗣(研 究代表者)複 眼光学系を利用 した
マル チ機 能 フ ィ ル タ ビジ ョ ン内 視 鏡 の 開 発
平成22年 度科学研究費補助金(基盤C)
3.受 託研究費 な し
4.奨 学寄付金
1.山	 田憲 嗣(研 究 代表者)山 田特 認准教授研究
助成金
5.大 学改革推進等補助金 な し
皿	 学会 ・職能団体等の役員活動
1.会 長・理事長
1.山 田憲嗣 次世代内視鏡技術研究会 会長
2.理 事、幹事
1.山 田憲嗣 日本生体医工学会 関西支部 幹事
2.山	 田憲嗣 日本光 学会 情報 フォ トニ クス研 究
グループ 幹事
3.評 議員 な し
4.支 部長 な し
5.委 員長、副委員長 な し
6.委 員
1.山	 田憲嗣 日本生体医工学会ME技 術実力検定試験
実行委員
2.山	 田憲嗣 ユ ビキタス情報 環境と医療 シス テム
研究会 委員
3.山 田憲嗣BMEonDementia研 究会 委員
7.そ の他 な し





1、 学術 論 文
1.羽	 賀 知 之,伊 部 亜 紀,阿 曽 洋 子,宮 嶋 正 子,
石 澤 美 保 子,高 田 幸 恵,田 丸 朋 子,本 多 容 子
皮 膚 血 液 循 環 評 価 装 置 の 開 発 と そ の 臨 床 応 用
バ イ オ メ 力 ニ ズ ム 学 会 誌SOBIM2010Vol.34 
No.2P.132^-141

2.東	 田有加,今 田恭子,三 木佐登美,大 橋一友 妊婦
における ドメステ ィック ・バイオ レンス被害の実態
面接 式DVス ク リー ニ ングの蓄語録 よ り 母性衛生 
Vo1.51No.1p.163-169
2.会 議 録 な し
3.研 究 報告 な し
4.大 学 ・研 究所 等 の報 告 な し
5.解 説 ・総 説 な し










ため のpracticepoints‐ 、糖 尿病 の療養 指導
2010一 療 養指導士 を育 て るため に一p129-132
診断と治療社'
3.	 團 寛子,新 開裕幸 インシデン トレポー ト再考
医療安全ことはじめ2010年p.21-31医 学書院
4.	 荒尾晴惠 田墨惠子(編 集):ス キルアップがん
化学療法看護2010年 日本看護協会出版会
3.	 教科書 な し
4.	 誌上発表
1.	 羽賀 知 行,伊 部亜 紀,阿 曽 洋子,宮 嶋 正子,
石澤 美 保 子,高 田幸 恵,田 丸朋 子,本 田容 子








3.	東田有加,今 田恭子,長 岡淳子,田 中春美 女性の
大阪大学看護学雑誌Vb1.17No.1(2011)
健康 と暴 力 病院におけるDVの 取 り組み 助産雑誌
Vol.64No.9p.783-787医学書院
4.萩 原 邦 子 術 直 後 看 護 実 践 生 体 肝 移 植 に お け る
ドナ ー と そ の 家 族 へ の 看 護 ケ ア の ポ イ ン ト
小児看護VOI.33no、6p.750-758へるす出版





6.鍋	 谷 佳 子 カ テ ー テ ル ・ ドレー ン 管 理 ○ と ×
外 科 ドレー ンINFECTIONCONTROL2010年vol.19
no.1p.68-73メ デ ィカ出版
7.鍋	 谷佳 子 プロの真価 が間 われ る コ ンサ ル手 順





8.荒 堀仁美,村 上聖女 出生 時に必ず観察すべきポイン
トは?一 新生児蘇 生法 を中心 に一 ペ リネイ タル
ケァ2010VOI.29no.12p10-16メデ ィカ出版
9.藤 原 優 子 「ドコ見 る?ど うみ る?フ ッ トケ ア




10.藤	原優 子 高 齢者糖 尿病 と認知 症 一軽 度認 知機 能
障 害(疑)を 有す る糖尿 病 患者 の 自己管理 支援 一
糖尿病合併症 第24巻1号p69-72日 本糖尿病
合併症学会編
11.萩 原邦 子,植 田江梨 子,岩 崎朋 之 生体 腎 ドナ ー
候補者 が提 供 を決意 した動機 の検討 腎移植 症例 集
2010p.292-294日 本 医学館
12.植 田江 梨 子,萩 原 邦 子 腎 レシ ピエ ン トの 移 植




13.植 田江梨子,萩 原邦子 腎 レシ ピエ ン トの 自己管理




14.小	川 馨 移 植 外科 に お ける コー デ ィネ ー ター の
役 割 消 化 器 外 科 ナ ー シ ング 第15巻8号
p.104-106メ ディカ出版
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1.	 国際学会 な し
2.	 国内学会
1.	 藤 原優 子 治療 とケアか らみた糖尿病足病変の
新たな展開 第47回 日本糖尿病学会近畿地方会
平成22年11月 大阪市
2.	 藤原優子 糖尿病療養指導一 合併症進展予防への
フットケアの貢献 第25回 日本糖尿病合併症学会
平成22年10月 大津市
3.	萩原邦子 改正臓器移植法の施行に伴 う課題 と対応
一小児の脳死臓器提供を考える 第6回 日本移植 ・
再生医療看護学会学術集会 平成22年10月 仙台市
N学 会 一 般 演 題



























2.柳	 川千里 病棟看護師とレシピエン トコーディネー
ター(RTC)間 の連携による看護の継続 第26回 日本
肺および心肺移植研究会 看護 ・コーディネーター
部門2010年1月 大阪市
3.川	 合 祥子,丸 山秩 弘,小 林 久子,岩 崎 朋 之,




4.萩	 原邦子,岩 崎朋之 生体腎 ドナー候補者が提供を
決意 した動機の検討 第43回 日本臨床腎移植学会
2010年1月 高知市
5,植 田江梨子,萩 原邦子,岩 崎朋之 糖尿病を有する
移植希望患者の現状の検討 第43回 日本臨床腎移植
学会2010年1月 高知市 
6.	 日高泰徳,清 水健太郎,田 崎 修,山 邉 え り,
中谷安寿,清 瀬麻衣子,藤 田真理子,京 力深穂,
塩崎忠彦 遷延性意識障害患者への下肢筋肉の電気
刺激による廃用性委縮の進行予防 と栄養状態への
影響 につ いて 第25回 日本静脈経腸 栄養学会
2010年2月 千葉市
7.	 日高泰徳,清 水健太郎,田 崎 修,山 邉 え り,
中谷安 寿,清 瀬麻衣 子,藤 田真理子,京 力深穂
極度の摂食障害に対する栄養管理一Refeeding症 候
群の3例 を通 して一 第25回 日本静脈経腸栄養学会
2010年2月 千葉市
8.	 山邉えり,日 高泰徳,藤 田真理子,清 瀬麻衣子,




9.	 清瀬麻衣子,清 水健太郎,田 崎 修,藤 田真理子,




10.	 岩 村亜 樹,長 澤r沖 英理加,白 井里 佳,
浅井貴子,島 袋正恵,中 川雄公,京 力深穂 高度救命
救急センターにおける積極的なリハビリテーシ ョン
介入を行 った症例についての検討一急性期 リハ ビリ
テーショングループとプライマリナースの連携 を通
して 一 第101回 近 畿 救 急 医学 会 看 護 部 会
2010年3月 奈良市
11.	 馬村望美 他 病型別 ・安静度別のパスの効果と
問 題 点の 検 討 第35回 日本 脳卒 中学会 総 会
平成22年4月 盛岡市
12.	 石原美千子OC-14.病 棟看護師のIVRに 関する意識
調査 第39回 日本IVR学 会総会 平成22年5月
東京都台東区
13.	 池辺 良重,上 間 あおい,長 浜宗敏,中 島和江,
高橋 りょう子,桑 田成規,團 寛子,清 水健太郎,
新開裕幸,池 尻 朋,武 田理宏,松 村泰志 医療現場
に適 したe-learningsystemの デザ イ ンとその
実現方法 第14回 日本医療情報学会春季学術大会
平成22年5月 高松市
14.	 浅井貴子,山 本裕子,田 崎 修 救命センターにお
ける呼気炭酸ガスモニターの臨床的意義 第13回
臨床救急医学会 平成22年5月 幕張市
15.	日高泰徳,清 水健太郎,田 崎 修,藤 田真理子,
清瀬 麻 衣子,中 谷 安 寿,山 邊 え り,京 力 深穂
RefeedingSyndromeを 考慮 した入院時スク リー二
太文字e教 員 2重線=博士学生 エ鑓 生 点線=学部生
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ングの重要性 第33回 栄養アセスメン ト研究会
平清22年5月 吹田市
16.池	尻 朋,中 島和 江,上 間 あ おい,團 寛 子,
清水健太郎,高 橋 りょう子,新 開裕幸,池 辺良重
医療安全への患者参加支援ツール 「いろはうたファイ
ル」の開発 第12回 日本医療マネジメン ト学会学術
総会 平成22年6月 札幌市
17.中	土居智子,田 中寿江,萩 原さがみ,姉 崎久敬,
伊部亜希,井 上智子,阿 曽洋子 看護師の血管アセス
メン トに基づいた カテー テル 固定具使用 の評価
第41回 日本看護学会(看 護総合)平 成22年7月
山口市
18.川 原風砂子 一般病棟における精神疾患を有す る
婦人科がん患者の看護の現状と課題 第41回 日本
看護学会(成 人看護 五)平 成22年8月 福岡市




20.團 寛子,上 間あおい,中 島和江,高 橋 りょう子,
新開裕幸 看護師のインシデン トレポー トへの情報
提供に影響を与える要因の分析 第41回 日本看護学
会(看 護管理)平 成22年10月 新潟市
21.菅	原順子,松 下博江,森 タ ミコ,石 垣美和子,
津呂千恵子,住 山明子,高 野正子ALS患 者の退院時









24.尾	山容子,縫 田和宏,石 橋佳世子,梅 下浩司,
有馬美緒 子 当院手術部 における各科 の手術時
手洗 い法の現状 第32回 日本手術医学会 総会
平成22年10月 横浜市
25.田中宏 美,井 上 恵,岩 崎朋之,山 本 洋 一,
朝野和典 治験 ・臨床研究活性化のための広報誌の
効果的な情報提供のあり方についての検討 第10回
CRCと 臨床試験のあ り方を考える会議2010in別 府
平成22年10月 別府市
26.岩	崎朋之,山 本洋一,朝 野和典 埋込み型左心補助
人工心臓治験におけるCRC業 務の特性と役割につい
て 第10回CRCと 臨床試験のあり方を考える会議
2010in別 府 平成22年10月 別府市
27.池	上雅 子,佐 藤 浩美,西 井 孝,菅 野伸 彦,
坂井孝司,高 尾正樹,津 田晃佑 人工股関節全置換術
後の静脈血栓塞栓症に対する患者の認容性の検討
第37回 日本股関節学会 平成22年10月 福岡市
28.佐	藤浩美,北 野 あい子,姉 崎 久敬,伊 部亜希,
井上智子,阿 曽洋子 血管アセスメン トにもとつく末
梢静脈力テーテル留置の評価	 第41回 日本看護学会
(看護管理)平 成22年10月 新潟市
29.長	宗千晶 重症 頭部外傷 の予後良好例における
脳潅流圧の時間分布に関する検討 第12回 日本救急
看護学会 平成22年10月 東京都新宿区
30.松	岡真矢,田 崎 修,清 瀬麻衣子,瀬 尾恵子,
嶋津起岳士MRSAの 院内伝播症例 における
感 染 症 発 症 の 危 険 因 子 の 検 討 第12回
日本救急看護学会 平生22年10月 東京都新宿区
31.角	田真美,藤 埜 浩 一,藤 田洋 子,冠 木 雅子,
下瀬川恵久,畑 澤 順"C-.methionine‐PET検 査に
伴う医療従事者の放射線被曝一C150、1502、Ht50z、18F
DGと の比 較 第50回 日本 核 医学会学 術 総会
平成22年11月 さいたま市
32.松 岡真矢 通信手段の確保に難渋 した山閼部での
滑落 事 案 の検 討 第17回 日本航 空 医 療 学会
平成22年11月 札幌市
33.日 高泰徳,瀬 尾恵子,中 川雄公 大阪府 ドクター
ヘリの診療費に関する検討 第17回 日本航空医療
学会 平成22年11月 札幌市 幽
34.新	開裕幸,團 寛 子,上 間 あお い,池 尻 朋,
能芝範子,谷 浦葉子,清 水健太郎,高 橋 りょう子,
中島和江 看護師の急変対応能力向上に関する院内
研修の構築 第5回 医療の質安全学会学術 集会
平成22年11月 千葉市
35.北	村 芳子,三 木佐登 美,村 上 聖女,東 田有加
A大 学病院に おける助産 ケアの 自立 レベル評価
第51回 日本母性衛生学会学術集会 平成22年11月
金沢市
36.上	間 あお い,池 尻 朋,中 島和 江,團 寛 子,
高橋 りょう子,清 水健太郎,新 開裕幸,長 浜宗敏,
池辺良重 患者安全への患者参加支援ツール導入に
お け る看 護 師へ の イ ンス トラ ク シ ョン教材 と
その効 果 第5回 医療 の 質安 全学会 学術 集会
平成22年11月 千葉市
37.池	辺良重,上 間 あおい,長 浜宗敏,中 島和江,
高橋 りょう子,團 寛子,清 水健太郎,新 開裕幸,
池尻 朋 複 数 ネ ッ トワー クか らのアクセス と
ユーザー情報管理の自動化を実現 したeラ ーニング






第5回 高知大学看護学会 平成22年11月 高知市
39.	 金田め ぐみ 化学療法中の小児がんの幼児に対する
病院食の献立の工夫による食事摂取量の視覚的評価
第8回 小児がん看護学会 平成22年12月 大阪市








42.	 重松弘子,岩 崎朋之,山 崎肇,山 本洋一,朝 野和典
国際共同治験 と国内治験における逸脱に関する検討
第31回 日本臨床薬理学会 平成22年12月 京都市
43.	 秋元 環 独居高齢 リウマチ患者への生物学的製剤
導入時のセルフケア能力と行動動機 第25回 日本
臨床リウマチ学会 平成22年11月 東京
44.	 糸井麻希子,我 部山キヨ子 人工栄養、混合栄養を
行 って いる母親 の心理的状態 と必要な授 乳支援
第51回 日本母性衛生学会学術集会 平成22年11月
金沢市
45.	 村田 梢 既婚看護師が仕事と家庭生活の両立をは
かるために必要な職場でのサポー ト 第41回 日本看
護学会学術集会 看護管理 平成22年10月 新潟市





1.谷	 浦葉子 看護研究 平成22年 度市立貝塚病院
研修 平成22年1月 ～12月 貝塚市
2.藤	 原 優 子 フ ッ トケ ア 外 来 の 運 営 と課 題
国立病院機構平成21年 度糖尿病フッ トケア研修
平成22年1月 京都市
3.藤	 原優子 平成21年 度糖尿病 フッ トケア研修
フッ トケア外来の運営 と課題 独立行政法人国立
病院機構京都医療センター 平成22年1月 京都市
4.鍋	 谷佳子CDGガ イ ドライン解説セ ミナー カテー
テル関連尿路感染予防のためのガイ ドライン2009
メディコンセミナー 平成22年2月 東京都品川区
5.鍋 谷佳子CDCガ イ ドライン解説セ ミナー カテー 
テル関連尿路感染予防のためのガイ ドライン2009
メディコンセ ミナー 平成22年2月 吹田市
6.	 谷浦葉子 平成21年 度財団法人住友病院看護部
主催研修会教育担当者研修 財 団法人住友病院
平成22年2月 大阪市
7.	 藤原優子:療 養指導士に必要な技能(1)フ ッ ト
ケ アー効 率的 に行 うた めのpracticepoints一
第44回 糖尿病学の進歩 平成22年3月 大阪市
8.	 萩原邦子 レシピエント移植コーディネーターから
みた生体腎移植の実際 第74回 大阪透析研究会
ランチ ョンセミナー 平成22年3月 大阪市
9.	 呉 宮綾 子 生活 習慣病 に ついて 高 田中学 校
平成22年3月 津市
10.	 藤原優子 療養指導士に必要な技能(1)「 フッ ト
ケア」 第44回 糖尿病学の進歩 平成22年3月
大阪市
11.	 萩原邦子 レシピエン ト移植 コーディネーターの
現状と展望 市民公開講座 「いのちのリレー～臓器
移植 の み らい～ 」 大 阪大学 医学 部 附属病 院
平成22年3月 大阪市
12.	 久 保 田香 心臓 移植講 演会 北 海道 大学病 院
平成22年4月 札幌市
13.	 田墨 惠子 第10回 京 滋外 来 化学 療法 懇話 会
サノフィ ・アベンティス株式会社 平成22年4月
京都市
14.	 秋元 環HumiraNurseMeeting「 自己注射導入に
関す る取 り組み」 アボッ トジャパン株式会社 ・
エーザイ株式会社 平成22年4月 大阪市
15.	 能芝範子 人工呼吸器基礎 セ ミナー 「主な換気
モー ドの理解 」 日本 人工 呼吸安 全推 進機 構
平成22年5月 大阪市
16.	 中西美貴 人工呼吸器基礎セ ミナー 「呼吸不全 と
人工呼吸の適応一 どういう場合に人工呼吸が必要な
の か 一 」 日 本 人 工 呼 吸 安 全 推 進 機 構
平成22年5月 大阪市
17.	 團 寛 子2010年 度 研修No.74「 医療安 全3
看 護 管 理 者 の た め の リス ク マ ネ ジ メ ン ト」
大阪府看護協会 平成22年5月 大阪市
18.	 藤原優子 糖尿病合併症重症化予防におけるフッ ト
ケ ア 評 価 と 今 後 の 課 題 大 阪 府 看 護 協 会
平成22年6月 大阪市
19.	 藤原優子 糖尿病足病変ハイリスク患者への予防的
フッ トケアの重要性 栃 木県糖尿病臨床研究会
平成22年6月 宇都宮市
20.	大野 由美子 平成22年 度がん性疼痛看護認定
看 護 師 教 育 課 程 「がん 性 疼 痛 の 病 態 生 理 」




教 育 課程 ファー ス トレベル 「看護 管 理概 説」
大阪府看護協会 平成22年6月 大阪市
22.谷 浦葉子 平成21年 度財団法人住友病院看護部






24.冨 永信子 在宅ケア概論 「保健医療福祉ネ ッ ト
ワー ク部 の機 能 と活動 」 大 阪 大学保 健 学科
平成22年6月 吹田市







27.田	墨 惠子 大阪Co‐Medicalが ん マネ ジメ ン ト





護 甲南 女子 大学 看護 リハ ビリテー シ ョン部
平成22年7月 神戸市
29.田	墨 惠 子NPO法 人 つ ば さ フ ォ ー ラ ムin
血 液 が ん 一 よ り良 い治 療 と よ り良 い 治 癒 一
血液情報広場つばさ 平成22年7月 豊中市
30.武	智 久 恵NPO法 人 つ ば さ フ ォ ー ラ ムin
血 液 が ん 一 よ り良 い 治療 と よ り良 い 治 癒 一
血液情報広場つばさ 平成22年7月 豊中市
31.峰 孝子NPO法 人つばさフォーラムin血 液がん






トの 基 礎 知 識 一 看 護 師 で行 え る ケ ア の 実 際
広島大学大学院 平成22年7月 三次市
33.中	西 美 貴 第9回 呼 吸 ケ ア セ ミ ナ ー
「呼吸ケアチームにおける現状と問題」 日本呼吸 
大阪大学看護学雑誌VbL17Nα1(2011)
ケアネッ トワーク 平成22年7月 東京都品川区
34.	 能芝範子2010年 度研修No.52「 人工呼吸器装着
患者の看護①」 大阪府看護協会 平成22年7月
大阪市
35.	 團 寛子 平成22年 度教育改革支援 プログラム
医療安全 ・クオ リティマネジメン ト学 医療事故防
止対 策及 び事 故対 応の実際 大阪 大学 中之島
センター 平成22年7月 大阪市
36.	 平山三千代2010年 度第1、2、3回 認定看護管理者
制度教 育課程 ファース トレベル 「看護管理概説」
大阪府 看護協 会 平成22年6月 、8月 、
平成23年1月 大阪市
37.	 平 山三 千代 二交 替制勤務 の 実際 大 阪 府立
急性期 ・総合医療センター 平成22年5月 大阪市
38.	 萩原邦子 レシピエン ト移植a一 ディネーターの
役割 三 重 県院内 コーデ ィネー ター 連 絡会議
平成22年6月 三重県津市




護」 神戸市看護大学 平成22年8月 神戸市
40.	 田墨惠子 がんプロフェッシ ョナル養成 コース
「コンサルテーション論」CNSとコンサルテーション
大阪大学医学系研究科 平成22年8月 吹田市
41.	 田墨惠子 全 国看護セ ミナー 「がん薬物療法 と
患者のセル フケア支援」 日本看護協会 出版会
平成22年8月 富山市
42.	 田墨惠子 全 国看護セ ミナー 「がん薬物療法 と
患者のセル フケア支援」 日本看護協会 出版会
平成22年9月 東京都渋谷区
43.	 能芝範子 大阪サイ トMR研 修 丸石製薬株式会社
平成22年8月 大阪市

















48.能 芝範子 人工 呼吸器 基礎 セ ミナー 「主な換気
モー ドの理 解 」 日本 人工呼 吸安 全推進 機構
平成22年9月 堺市
49.中 西美貴 人工呼吸器基礎セ ミナー 「呼吸不全と
人 工呼 吸 の適 応一 ど うい う場 合 に人工 呼吸が
必 要 なの か一 」 日本 人工呼 吸安 全推進 機構
平成22年9月 堺市
50.田 墨惠子 がん看護実践学習会 「専門看護師の
教育的な取 り組みの実際 と展望」 高知女子大学
大学院 平成22年9月 高知市
51.田 墨 惠子 高 知女 子大 学大学 院看 護学 研究科
特別講義 「がん専門看護師の活動の実際 と展望」
高知女子大学大学院 平成22年9月 高知市
52.鍋 谷佳子 感染 リスクマネジメント学 「阪大病院に
おけ る感 染対 策」 大 阪大学 医学部 保健 学科
平成22年9月 吹田市
53.團	 寛子 リスクマネジメン ト 大阪大学医学部
保健学科 平成22年10月 吹田市
54.栗	田立寛 卒業生か らのメッセージ 京都府立医科
大学医学部看護学科 平成22年10月 京都市
55.秋 元環HumiraNurseMeeting「 自己注射導入に
関する取 り組み」 アボッ トジャパン株式会社 ・
エーザイ株式会社 平成22年10月 豊中市
56.萩	原邦子 肺移植 の知識 特 定非営利活動法人
PHの 会 平成22年10月
57.長 岡淳子 「つ なが りフェスタ2010」 分科会
「更年期の女性の心 と身体」 とよなか男女共同
参画推進 センターすて っぷ ・豊中交流センター
平成22年10月 豊中市





60,田 墨惠子2010年 度研修No.65「 がん看護1
がん患者の意思決定への支援」 大阪府看護協会
平成22年10月 大阪市
61.田 墨惠子 平成22年 度奈良県看護協会研修 「がん
化学療法 ・放射線療法と看護」 奈良県看護協会
平成22年10月 橿原市
62.藤	原優子 第7回 岩手フッ トケア研究会特別講演1
岩手フッ トケア研究会 平成22年10月 盛岡市
63.大 野由美子 緩和ケアにおけるチームアプローチ
「チー ム ア プ ロー チ と コ ミュニ ケー シ ョン」
香川大学医学部 香川県木田郡 
64.	 藤 原 優 子2010年 度 研 修No.78診 療 報 酬
糖尿病合併症管理者研修② 「糖尿病合併症重症化
予防に おけるフッ トケアの評価 と今後の課題」
平成22年11月 大阪市
65.	 久保 田香 重症 の 心臓病 に対 す る最 新 の治療
一 内科 的治 療か ら人工心臓 、 心移植 まで一 」
福井循環器病院 平成22年11月 福井市
66.	 田墨惠子 認定看護師教育課程 「がん化学療法看護」
が ん化学 療 法 に伴 う末梢神 経 障害 とそ の看護
日本看護協会神戸研修センター 平成22年11月
神戸市









69.	 鍋谷佳子 楽 しみながら取 り組む感染対策ASPア
カデミーセミナーin福 岡 平成22年11月 福岡市
70.	 鍋谷佳子 平成22年 度感染管理認定看護師教育課
程 「疫学と統計学:ア ウ トブレイク」 日本看護協
会神戸研修センター 平成22年12月 大阪市
71.	 大 野 由 美 子 看 護 が み え る ナ ラ テ ィ ブ
ー看護の心 と技を伝えるために一 日本看護協会
神戸研修センター 平成22年12月 神戸市
72.	 萩原 邦子 大 阪大 学医学 系研 究科 医科学 専攻
5年 次 臨 床 医 学 特 論 「移 植 医 療 の 現 状 」
大阪大学医学系研究科 平成22年12月 吹田市
73.	 萩 原 邦 子 「第 ∬ 期LiverTransplant
WinterSeminar」 ア ス テ ラス 製 薬 株 式 会社
平成22年12月 東京都千代田区
74.	越 村 利 恵 臨 床 で 求 め られ る 看 護 記 録
大阪府私立病院協会 平成22年12月 大阪市






5.そ の他 な し
太文字=教員 麭 生 下線=院士学生 息墾誉堂部生
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皿 受賞 な し






























8.	 萩原邦子 日本移植 ・再生医療看護学会
9.	 小林 馨 日本移植 ・再生医療看護学会
10.	 日高泰徳 日本航空医療学会
4.	 支部長 なし
5.	 委員長 ・副委員長 なし
s.	 委員
1	 藤 原 優 子 大 阪 糖 尿 病 協 会 顧 問 医 会
大阪糖尿病患者教育担当者研修会代表委員
2.	 田墨恵子 日本緩和医療学会代議員
3.	 有馬美緒子 日本手術看護学会 大阪地区役員
(副会長) 
大阪大学看護学雑誌Vo1.17No.1(2011)
4.	 三 木 佐 登 美 大 阪 府 看 護 協 会 府 北 西 支 部
助産師職能委員
5.	 藤 原 優 子 日 本 糖 尿 病 教 育 ・看 護 学 会
近畿ブロックネットワーク委員会委員
6.	 藤原優子 大阪糖尿病看護研究会委員
7.	 藤原優子 糖尿病セミナー 「おおさか」委員
8.	 藤 原 優 子 大 阪 糖 尿病 ケ アス テ ッ プア ップ
セ ミナー委員
9.	 藤原優子 末梢循環障害のケアと治療研究会委員
10.	 村 上 聖 女 大 阪 府 看 護 協 会 助 産 師 職 能
小委員会 委員
11.	 田 墨 恵 子 日本 専 門看 護 師 協 議 会 臨 床 能 力
向上委員会委員
12.	 田 墨 恵 子 日本 が ん 看 護 学 会 教 育 研 究活 動
委員会委員
13.	 田墨恵子 日本緩和医療学会総務委員会委員
14.	 田墨恵子 大阪府立急性期 ・総合医療センター大阪
糖尿病看護研究会委員
15.	 有 馬 美 緒 子 日本 看 護 協 会 認 定 看 護 師認 定
実行委員会(手 術看護)委 員
16.	 團 寛子 医療 の 質 ・安全 学会 ネ ッ トワー ク
委員会委員
17.	 萩 原邦子 日本移植学会移植 コー ディネーター
委員会委員
18.	 萩 原 邦子 日本 移植 ・再生 医療 看護 学会 看護
倫理検討委員会委員
19.	 鍋 谷 佳子 第24回 日本 環境 感 染 学会 総会
プログラム委員
20.	 鍋谷佳子 第54回 日本感染症学会中日本地方会
プログラム委員
21.	 鍋谷佳子 第59回 日本化学療 法学会西日本支部
総会プログラム委員
22.	 足 立 由 香 第13回 ア ロ マ セ ラ ピー 学 会
プログラム委員
23.	 島 田 里 香 第13回 ア ロ マ セ ラ ピー 学 会
プログラム委員
24.	 田 中 春美 第8回 日本 小 児が ん 看 護 学会
プログラム委員
25.	 植 園法 子 第8回 日本 小 児が ん 看 護学 会
プログラム委員
zs.	 川 ロ博 美 第8回 日本 小 児が ん 看 護学 会
プログラム委員
27.	 鍋谷佳子 日本環境感染学会教育委員
28.	 藤原優子 日本糖尿病教育 ・看護学会編集委員
29.	 西元康世 第18回 日本家族看護学会実行委員
7.	その他 な し
太文字冨教員 2重線=博 士学生 下線=院 士学生 点線e学 部生
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保 健 学 修 士 論 文
氏名 論文題目 指導教員
上谷 千夏 仕事 をもつ慢性心不全患者がセルフモニタリングしつつ行なう生活調整 瀬戸准教授
歌田 真依 地域がん登録を用いたがんの現状把握と将来の医療需要推計 大野教授
梶谷 優貴 特別支援学校における医療的ケアの現状 一質問紙調査より一 永井教授
假谷 ゆか り ベッド上での水平移動時における看護師の腕の差 し入れの深さと重心軌跡 阿曽教授
北尾 美香 熱性 けいれんの子をもつ母親のけいれん時の対処行動と心理的状況およびけいれん後の対応 藤原教授
北野 千鶴 保育士を対象とした発達障害研修プログラムの有用性の検討 永井教授
木戸 倫子 中堅看護師の仕事からみた急性期病院における看護の機能 井上教授
古藤 雄大 支援学校に在籍する児の予防接種実施状況と養育者の要望 永井教授
小柳 桃朱 ア トピー性皮膚炎患者の労働生産性と日中の眠気～スギ花粉症合併の影響～ 荻野教授
坂本 年生 司法精神看護師がおこなう看護面接実践 遠藤准教授
柴山 晴美 膵切 除術後のqualityoflife(QOL)の検討 梅下教授
清水 知子 心血管合併症を持つマルファン症候群患者の体験 清水教授
薄 雄斗 画像処理に基づ くシリコーン膜 を用いた触覚センサの検討:触 覚内視鏡の基礎実験として 大野教授
田名部 佳子 酸性電解水の使用が水中運動後の角層水分量および皮膚pHに及ぼす影響 井上教授
玉田 有希 大阪府発達障がい療育等支援事業における自閉症療育プログラムの有用性に関する研究 永井教授
手嶌 大喜 日韓共同研究による、建物の構造が認知症患者の空間的移動に与える影響の探索 牧本教授
西尾 小百合 下部直腸癌肛門温存手術後の排便機能障害が精神的状態に及ぼす影響 梅下教授
西方 志織 アルツハイマー型認知症患者の一日の歩行距離とその関連因子 牧本教授
堀 芽久美 マルコフモデルによる生存率推定における数学的検討 大野教授
桝谷 里紗 双子の父親の育児への関わ り方と困難感 早川教授
三井 昌美 在宅酸素療法利用者における療養生活のプロセスと支援 井上教授
山本 菜摘 幼児後期の子 どもを持つ両親における養育スタイルとしつけ 藤原教授
吉岡 なっき 臨床試験における症例数の設定の諸法とそれらの性能評価 大野教授
林 剣煌 タイムスタディと日常行動記録計データに基づく看護師の運動量と看護業務の関連性の分析 大野教授
吉田 真弓 妊婦が夫に期待したサポー トと受けたサポー トについての研究一期待 したサポー トを受けるための働きかけの検討一 大橋教授
堀河 美和 がん化学療法を受ける血液 ・造血器疾患患者への看護師によるロ腔ケアの実態 清水教授
安江 郁子 全身性エリテマ トー デス患者の長期ステロイ ド服用に伴う経験 清水教授




が んプロフェッショナル 養 成 プラン が ん 看 護 専 門 看 護 師コース 修 士 論 文
平成21年 度
氏名 論文題目 指導教員
前田 絵美 骨盤内臓全摘術後に直腸がん患者が生活を再構築 していくプロセス 大石教授
中村 幸枝 診断 ・初回治療期の肺がん患者が衝撃を乗り越えてがんと向き合うプロセス 大石教授
中森 由香 進行がんによる身体症状を抱えたがん患者の在宅移行に伴う課題 大石教授
許田 志津子 自宅での生活を維持 しなが ら化学療法を受ける患者にとっての悪性 リンパ腫とともに生きる意味 大石教授
平成22年 度
氏名 論文題目 指導教員
市原 香織 看取 りのケアに おけるLiverpoolCarePathway日 本語版の意義 と導入可能性: 大石教授緩和ケア病棟2施 設 におけるパ イ ロッ トス タデ ィ













下岡 ちえ 中堅看護師の看護実践能力の発達過程とその影響要因に関する研究 大野教授





(ラ ン ダ ム 化 治 療 中 止 試 験 の 解 析 方 法 お よ び 試 験 デ ザ イ ン の 検 討 一大 う つ 病 を 対 象 と した
ラ ン ダ 厶 化 治 療 中 止 試 験 へ の 治 癒 混 合 モ デ ル の 適 応 一)
大野教授
秋山 明子 在宅での療養や看取 りを可能にする在宅医療体制に関する研究 三上教授
岩佐 真也 セネガル ・サルーン地帯における生活実態を基盤にした持続可能な保健医療対策に関する研究一セ レーヌ社会からのアプローチー 大野教授




(高 齢 双 生 児 に お け る 生 活 機 能 と う つ 症 状 に 関 連 す る 遺 伝 要 因 と 環 境 要 因 に つ い て の 研 究)
早川教授
林 真由美 知的障がい者の社会的スキルを促進するための性教育プログラムとその効果に関する研究 大橋教授
片山 恵 腹臥位への体位変換による腸蠕動運動促進と排便促通効果 阿曽教授
吉川 彰二 心臓病の子どもの生活機能に関する研究 永井教授 
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